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(57)【要約】
【課題】底板部又は天板部となる基板部の相対する辺部
から連設された外側板部と内側板部を接着したタイプの
Ｃ式組立て式箱において、組立て状態からの解体を容易
とするものを提供する。
【解決手段】内側板部２６ａには、辺部５０ａ、６０ａ
、５２ａ、６２ａが設けられていて、突状部５４、６４
が設けられ、内側板部２６ｃには、辺部５０ｃ、６０ｃ
、５２ｃ、６２ｃが設けられていて、突状部５６、６６
が設けられ、また、内側板部２６ａ、２６ｃには、罫線
Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３が設けられ、外側板部２２ａ、
２２ｃには、罫線Ｐ２、Ｐ４、Ｑ２、Ｑ４が設けられて
いる。箱の組立て状態において、辺部５０ａ、６０ａ、
５０ｃ、６０ｃに係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０
ｂの辺部が係止し、係止片の一部は、突状部に重なった
状態となる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
シート状のブランクにより形成された箱であって、
　互いに平行な相対する２辺と、該２辺と直角をなす互いに平行な他の相対する２辺とを
有する基板部（１０）と、
　基板部の相対する２辺から折れ線を介して連設された第１構成部であって、基板部から
折れ線を介して連設された第１外側板部（２２ａ、２２ｃ）と、第１外側板部に対して折
返した状態で第１外側板部の内側の面に接着された第１内側板部（２６ａ、２６ｃ）と、
第１外側板部の両側に折れ線を介して連設された延設フラップ（２８ａ、３０ａ、２８ｃ
、３０ｃ）とを有する第１構成部（Ａ１、Ａ３）と、
　基板部の他の相対する２辺から折れ線を介して連設された第２構成部であって、基板部
から折れ線を介して連設された第２外側板部（２２ｂ、２２ｄ）と、第２内側板部（２６
ｂ、２６ｄ）と、第２内側板部の両側に折れ線を介して連設された係止片（７０ｂ、７２
ｂ、７０ｄ、７２ｄ）とを有する第２構成部（Ａ２、Ａ４）と、
を有し、
　第１内側板部の基板部側の両側の角部には、それぞれ第１辺部（５０ａ、６０ａ、５０
ｃ、６０ｃ）と、第１辺部から連設された第２辺部（５２ａ、６２ａ、５２ｃ、６２ｃ）
が設けられ、第１辺部は、第１内側板部の横方向の一対の端部において該第１辺部に近い
側の端部である近位置端部側に行くほど第１内側板部の基板部側とは反対側の辺部である
上辺との距離が短くなるように第１内側板部の上辺の方向に対して傾斜して形成され、第
２辺部は、第１辺部の上端から第１内側板部における近位置端部側の側辺まで形成され、
該第２辺部と第１内側板部の側辺の一部により第１辺部の延長線から突出した突状部（５
４、６４、６４、６６）が形成され、
　係止片は、第２内側板部の先端側にいくに従い、第２内側板部との距離が長くなる傾斜
辺部（７０ｂ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７２ｄ－２）を有し、
　第１内側板部には、一対の第１辺部における一方の第１辺部の一方の端部から他方の端
部までの途中位置である第１途中位置（Ｐ１－１、Ｑ１－１）と第１内側板部の上辺の一
方の端部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｐ１－２、Ｑ１－２）との
間の位置に該第１途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に第１罫線（Ｐ１、Ｑ１）が形成さ
れ、第１罫線は、第１途中位置側から第２途中位置側に向けて、一対の第１辺部における
他方の第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、該他方の第１辺部における一
方の端部から他方の端部までの途中位置である第３途中位置（Ｐ３－１、Ｑ３－１）と第
１内側板部の上辺の該他方の端部から該一方の端部までの途中位置である第４途中位置（
Ｐ３－２、Ｑ３－２）との間の位置に該第３途中位置と第４途中位置を結ぶ方向に第２罫
線（Ｐ３、Ｑ３）が形成され、第２罫線は、第３途中位置側から第４途中位置側に向けて
、該一方の第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、
　第１外側板部には、第１罫線に沿って第３罫線（Ｐ２、Ｑ２）が形成されるとともに、
第２罫線に沿って第４罫線（Ｐ４、Ｑ４）が形成され、
　箱の組立て状態においては、延設フラップが第２外側板部と第２内側板部に挟まれた状
態であり、係止片が、係止片の傾斜辺部が第１内側板部の第１辺部に沿って第１辺部に接
触した状態で、第１辺部に係止するとともに、係止片の領域の一部が該突状部に重なった
状態であり、
　組立て状態の箱を解体する際には、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第１罫線及
び第３罫線を介して第１構成部を湾曲させることにより、該一方の第１辺部に係止した係
止片である第１係止片が、該第１係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第１係止
片の該一方の第１辺部への係止が解除され、
　一対の第１構成部を外側に押し広げて、第２罫線及び第４罫線を介して第１構成部を湾
曲させることにより、該他方の第１辺部に係止した係止片である第２係止片が、該第２係
止片と重なる突状部に内側から押されて、該第２係止片の該他方の第１辺部への係止が解
除されることを特徴とする箱。
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【請求項２】
箱の組立て状態において、第１内側板部における一方の第１辺部における第１途中位置は
、該一方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接し、第１内側板部における他方の第
１辺部における第３途中位置は、該他方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接する
ことを特徴とすることを特徴とする請求項１に記載の箱。
【請求項３】
第２辺部が、第１内側板部の上辺と平行に形成されていることを特徴とする請求項１又は
２に記載の箱。
【請求項４】
第２構成部が、第２外側板部と第２内側板部間に帯状の縁板部を有することを特徴とする
請求項１又は２又は３に記載の箱。
【請求項５】
第１辺部が直線状に形成され、傾斜辺部が、係止片の第２内側板部側の基端から直線状に
形成され、傾斜辺部の先端から連設された略円弧状の先端辺部（７０ｂ－３、７２ｂ－３
、７０ｄ－３、７２ｄ－３）と、先端辺部の傾斜辺部側とは反対側の端部から第２内側板
部における傾斜辺部の第２内側板部側の基端よりも下方の位置に向けて形成された下側辺
部（７０ｂ－４、７２ｂ－４、７０ｄ－４、７２ｄ－４）とを有し、係止片の先端が該先
端辺部により略円弧状に形成されていることを特徴とする請求項１又は２又は３又は４に
記載の箱。
【請求項６】
シート状のブランクにより形成された箱であって、
　互いに平行な相対する２辺と、該２辺と直角をなす互いに平行な他の相対する２辺とを
有する基板部（１０）と、
　基板部の相対する２辺から折れ線を介して連設された第１構成部であって、基板部から
折れ線を介して連設された第１外側板部（２２ａ、２２ｃ）と、第１外側板部に対して折
返した状態で第１外側板部の内側の面に接着された第１内側板部（２６ａ、２６ｃ）と、
第１外側板部の両側に折れ線を介して連設された延設フラップ（２８ａ、３０ａ、２８ｃ
、３０ｃ）とを有する第１構成部（Ａ１、Ａ３）と、
　基板部の他の相対する２辺から折れ線を介して連設された第２構成部であって、基板部
から折れ線を介して連設された第２外側板部（２２ｂ、２２ｄ）と、第２外側板部の天板
部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された帯状の縁板部（２４ｂ、２４ｄ）と
、縁板部の第２外側板部側とは反対側の辺部から折れ線を介して連設された第２内側板部
（２６ｂ、２６ｄ）と、第２内側板部の両側に折れ線を介して連設された係止片（７０ｂ
、７２ｂ、７０ｄ、７２ｄ）とを有する第２構成部（Ａ２、Ａ４）と、
を有し、
　第１内側板部の基板部側の両側の角部には、それぞれ第１辺部（５０ａ、６０ａ、５０
ｃ、６０ｃ）と、第１辺部から連設された第２辺部（５２ａ、６２ａ、５２ｃ、６２ｃ）
が設けられ、第１辺部は、第１内側板部の横方向の一対の端部において該第１辺部に近い
側の端部である近位置端部側に行くほど第１内側板部の基板部側とは反対側の辺部である
上辺との距離が短くなるように第１内側板部の上辺の方向に対して傾斜して直線状に形成
され、第２辺部は、第１辺部の上端から第１内側板部における近位置端部側の側辺まで第
１内側板部の上辺と平行に形成され、該第２辺部と第１内側板部の側辺の一部により第１
辺部の延長線から突出した突状部（５４、６４、６４、６６）が形成され、
　係止片は、係止片の第２内側板部側の基端から直線状に形成され、第２内側板部の先端
側にいくに従い、第２内側板部との距離が長くなる傾斜辺部（７０ｂ－２、７２ｂ－２、
７０ｄ－２、７２ｄ－２）と、傾斜辺部の先端から連設された略円弧状の先端辺部（７０
ｂ－３、７２ｂ－３、７０ｄ－３、７２ｄ－３）と、先端辺部の傾斜辺部側とは反対側の
端部から第２内側板部における傾斜辺部の第２内側板部側の基端よりも下方の位置に向け
て形成された下側辺部（７０ｂ－４、７２ｂ－４、７０ｄ－４、７２ｄ－４）とを有し、
係止片の先端が該先端辺部により略円弧状に形成され、
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　第１内側板部には、一対の第１辺部における一方の第１辺部の一方の端部から他方の端
部までの途中位置である第１途中位置（Ｐ１－１、Ｑ１－１）と第１内側板部の上辺の一
方の端部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｐ１－２、Ｑ１－２）との
間の位置に該第１途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に第１罫線（Ｐ１、Ｑ１）が形成さ
れ、第１罫線は、第１途中位置側から第２途中位置側に向けて、一対の第１辺部における
他方の第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、該他方の第１辺部における一
方の端部から他方の端部までの第３途中位置（Ｐ３－１、Ｑ３－１）と第１内側板部の上
辺における該上辺の該他方の端部から該一方の端部までの途中位置である第４途中位置（
Ｐ３－２、Ｑ３－２）との間の位置に該第３途中位置と第４途中位置を結ぶ方向に第２罫
線（Ｐ３、Ｑ３）が形成され、第２罫線は、第３途中位置側から第４途中位置側に向けて
、該一方の第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、
　第１外側板部には、第１罫線に沿って第３罫線（Ｐ２、Ｑ２）が形成されるとともに、
第２罫線に沿って第４罫線（Ｐ４、Ｑ４）が形成され、
　箱の組立て状態においては、延設フラップが第２外側板部と第２内側板部に挟まれた状
態であり、係止片が、係止片の傾斜辺部が第１内側板部の第１辺部に沿って第１辺部に接
触した状態で、第１辺部に係止するとともに、係止片の上端領域が該突状部に重なった状
態であり、第１内側板部における一方の第１辺部における第１途中位置は、該一方の第１
辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接し、第１内側板部における他方の第１辺部における
第３途中位置は、該他方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接し、
　組立て状態の箱を解体する際には、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第１罫線及
び第３罫線を介して第１構成部を湾曲させることにより、該一方の第１辺部に係止した係
止片である第１係止片が、該第１係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第１係止
片の該一方の第１辺部への係止が解除され、
　一対の第１構成部を外側に押し広げて、第２罫線及び第４罫線を介して第１構成部を湾
曲させることにより、該他方の第１辺部に係止した係止片である第２係止片が、該第２係
止片と重なる突状部に内側から押されて、該第２係止片の該他方の第１辺部への係止が解
除されることを特徴とする箱。
【請求項７】
第１辺部が、第１内側板部の下辺に対して略１３５度の角度をなし、第１罫線と第２罫線
は、第１内側板部の上辺に対して略４５度の角度をなすことを特徴とする請求項５又は６
に記載の箱。
【請求項８】
第１構成部が、第１外側板部と第１内側板部間に帯状の縁板部を有し、第１内側板部が縁
板部を介して第１外側板部に対して折り返した状態となっていることを特徴とすることを
特徴とする請求項１又は２又は３又は４又は５又は６又は７に記載の箱。
【請求項９】
延設フラップが、第２外側板部とは分離したフラップであることを特徴とする請求項１又
は２又は３又は４又は５又は６又は７又は８に記載の箱。
【請求項１０】
延設フラップが、第２外側板部と折れ線を介して連設され、箱の組立て状態において、延
設フラップが二つ折りにした状態で第２外側板部と第２内側板部とで挟まれた状態となる
ことを特徴とする請求項１又は２又は３又は４又は５又は６又は７又は８又は９に記載の
箱。
【請求項１１】
第２内側板部の箱の組立て状態において基板部側となる辺部である下辺から折れ線を介し
て連設された重合フラップ（４０ｂ、４０ｄ）が設けられ、重合フラップにおいて、先端
側の両側の角部が面取りされていることを特徴とする請求項１又は２又は３又は４又は５
又は６又は７又は８又は９又は１０に記載の箱。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、箱に関するものであり、特に、Ｃ式組立て式の包装箱に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、箱においてＣ式組立て式と呼ばれるものが存在する。このＣ式パッケージの
中でも、底板部又は天板部となる基板部の相対する辺部から連設された外側板部と内側板
部を接着したものとしては、特許文献１に記載の組立式紙箱が存在する。
【０００３】
　すなわち、特許文献１に記載の組立式紙箱においては、例えば、箱本体ａは、底板とな
る矩形基板７の四側辺に外側板８、８’、１０、１０’と内側板９、９’、１１、１１’
が連結され、外側板８、８’、１０、１０’には、コーナー片１３、１３’、１３’’、
１３’’’が連設され、長辺側の内側板９、９’の両端は内方傾斜の斜辺に形成されると
ともに、短辺側の内側板１１、１１’の両端には、組立時において内側板９、９’側の斜
辺と突き合わせ状となる斜辺を有する三角形状の係止片１４、１４’、１４’’、１４’
’’が連設されていて、長手方向の内側板９、９’と外側板８、８’とは重合貼着されて
いる。
【０００４】
　そして、組立てに際しては、重合貼着された内側板９、９’及び外側板８、８’を上方
に折り立てるとともに、外側板１０、１０’を上方に折り立て、コーナー片を折返し状と
して、外側板１０、１０’の内側面に沿わせ、その後、内側板１１、１１’を内方に折込
み、折曲止片１２、１２’を基板７に沿わせるとともに、係止片１４、１４’、１４’’
、１４’’’の斜辺を内側板９、９’の両端斜辺に突き合わせ状態とする。
【０００５】
　また、特許文献１の組立式紙箱の蓋体ｂも箱本体ａと同様の構成となっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】実公昭５６－３８９９４号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　しかし、特許文献１の組立式紙箱を組み立てた状態では、係止片１４、１４’、１４’
’、１４’’’の斜辺を内側板９、９’の両端斜辺に突き合わせ状態としているので、組
立て状態から解体するのが困難であるという問題があった。
【０００８】
　そこで、本発明は、底板部又は天板部となる基板部の相対する辺部から連設された外側
板部と内側板部を接着したタイプのＣ式組立て式箱において、組立て状態からの解体を容
易とするものを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は上記問題点を解決するために創作されたものであって、第１には、シート状の
ブランクにより形成された箱であって、互いに平行な相対する２辺と、該２辺と直角をな
す互いに平行な他の相対する２辺とを有する基板部（１０）と、基板部の相対する２辺か
ら折れ線を介して連設された第１構成部であって、基板部から折れ線を介して連設された
第１外側板部（２２ａ、２２ｃ）と、第１外側板部に対して折返した状態で第１外側板部
の内側の面に接着された第１内側板部（２６ａ、２６ｃ）と、第１外側板部の両側に折れ
線を介して連設された延設フラップ（２８ａ、３０ａ、２８ｃ、３０ｃ）とを有する第１
構成部（Ａ１、Ａ３）と、基板部の他の相対する２辺から折れ線を介して連設された第２
構成部であって、基板部から折れ線を介して連設された第２外側板部（２２ｂ、２２ｄ）
と、第２内側板部（２６ｂ、２６ｄ）と、第２内側板部の両側に折れ線を介して連設され
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た係止片（７０ｂ、７２ｂ、７０ｄ、７２ｄ）とを有する第２構成部（Ａ２、Ａ４）と、
を有し、第１内側板部の基板部側の両側の角部には、それぞれ第１辺部（５０ａ、６０ａ
、５０ｃ、６０ｃ）と、第１辺部から連設された第２辺部（５２ａ、６２ａ、５２ｃ、６
２ｃ）が設けられ、第１辺部は、第１内側板部の横方向の一対の端部において該第１辺部
に近い側の端部である近位置端部側に行くほど第１内側板部の基板部側とは反対側の辺部
である上辺との距離が短くなるように第１内側板部の上辺の方向に対して傾斜して形成さ
れ、第２辺部は、第１辺部の上端から第１内側板部における近位置端部側の側辺まで形成
され、該第２辺部と第１内側板部の側辺の一部により第１辺部の延長線から突出した突状
部（５４、６４、６４、６６）が形成され、係止片は、第２内側板部の先端側にいくに従
い、第２内側板部との距離が長くなる傾斜辺部（７０ｂ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、
７２ｄ－２）を有し、第１内側板部には、一対の第１辺部における一方の第１辺部の一方
の端部から他方の端部までの途中位置である第１途中位置（Ｐ１－１、Ｑ１－１）と第１
内側板部の上辺の一方の端部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｐ１－
２、Ｑ１－２）との間の位置に該第１途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に第１罫線（Ｐ
１、Ｑ１）が形成され、第１罫線は、第１途中位置側から第２途中位置側に向けて、一対
の第１辺部における他方の第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、該他方の
第１辺部における一方の端部から他方の端部までの途中位置である第３途中位置（Ｐ３－
１、Ｑ３－１）と第１内側板部の上辺の該他方の端部から該一方の端部までの途中位置で
ある第４途中位置（Ｐ３－２、Ｑ３－２）との間の位置に該第３途中位置と第４途中位置
を結ぶ方向に第２罫線（Ｐ３、Ｑ３）が形成され、第２罫線は、第３途中位置側から第４
途中位置側に向けて、該一方の第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、第１
外側板部には、第１罫線に沿って第３罫線（Ｐ２、Ｑ２）が形成されるとともに、第２罫
線に沿って第４罫線（Ｐ４、Ｑ４）が形成され、箱の組立て状態においては、延設フラッ
プが第２外側板部と第２内側板部に挟まれた状態であり、係止片が、係止片の傾斜辺部が
第１内側板部の第１辺部に沿って第１辺部に接触した状態で、第１辺部に係止するととも
に、係止片の領域の一部が該突状部に重なった状態であり、組立て状態の箱を解体する際
には、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第１罫線及び第３罫線を介して第１構成部
を湾曲させることにより、該一方の第１辺部に係止した係止片である第１係止片が、該第
１係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第１係止片の該一方の第１辺部への係止
が解除され、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第２罫線及び第４罫線を介して第１
構成部を湾曲させることにより、該他方の第１辺部に係止した係止片である第２係止片が
、該第２係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第２係止片の該他方の第１辺部へ
の係止が解除されることを特徴とする。
【００１０】
　第１の構成においては、第１構成部により構成される一対の側壁部を両手でつかんで外
側に押し広げるという簡単な操作により解体を行なうことができるので、解体が容易であ
る。特に、箱の組立て状態において、係止片の領域の一部が突状部に重なっていて、罫線
を介して内側板部を湾曲させることにより、突状部が係止片を押すので、係止片の解除が
容易となる。また、第１内側板部が罫線を介して湾曲することにより、第１辺部が途中位
置を介して外側に湾曲して第１途中位置や第３途中位置は外側に移動するので、係止片の
解除が容易となる。
【００１１】
　なお、上記第１の構成において、「第１内側板部の基板部側の両側の角部には、それぞ
れ第１辺部（５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃ）と第２辺部（５２ａ、６２ａ、５２ｃ、
６２ｃ）が設けられ、第１辺部は、第１内側板部の横方向の一対の端部において該第１辺
部に近い側の端部である近位置端部側に行くほど第１内側板部の基板部側とは反対側の辺
部である上辺との距離が短くなるように第１内側板部の上辺の方向に対して傾斜して形成
され、第２辺部は、第１辺部の上端から第１内側板部における近位置端部側の側辺まで形
成され、該第２辺部と第１内側板部の側辺の一部により第１辺部の延長線から突出した突
状部（５４、６４、６４、６６）が形成され、」を「第１内側板部の基板部側の両側の角



(7) JP 2017-109792 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

部には、それぞれ、第１辺部と第２辺部が設けられ、一方の第１辺部（５０ａ、５０ｃ）
は、第１内側板部の横方向の端部側で他方の第１辺部側とは反対側の端部側である一方の
端部側に行くほど第１内側板部の基板部側とは反対側の辺部である上辺との距離が短くな
るように第１内側板部の上辺の方向に対して傾斜し、一方の第２辺部（５２ａ、５２ｃ）
は、一方の第１辺部の上端から第１内側板部における該一方の端部側の側辺まで形成され
、他方の第１辺部（６０ａ、６０ｃ）は、第１内側板部の横方向の端部側で該一方の第１
辺部側とは反対側の端部側である他方の端部側に行くほど第１内側板部の上辺との距離が
短くなるように第１内側板部の上辺の方向に対して傾斜し、他方の第２辺部（６２ａ、６
２ｃ）は、該他方の第１辺部の上端から第１内側板部における該他方の端部側の側辺まで
形成され、該第２辺部と第１内側板部の側辺の一部により第１辺部の延長線から突出した
突状部（５４、６４、６４、６６）が形成され、」としてもよい。
【００１２】
　また、上記第１の構成において、「箱の組立て状態においては、延設フラップが第２外
側板部と第２内側板部に挟まれた状態で、係止片が、係止片の傾斜辺部が第１内側板部の
第１辺部に沿って第１辺部に接触した状態で、第１辺部に係止するとともに、係止片の領
域の一部が該突状部に重なった状態であり、」を「箱の組立て状態においては、延設フラ
ップが第２外側板部と第２内側板部に挟まれた状態で、係止片が、係止片の傾斜辺部が第
１内側板部の第１辺部に沿って第１辺部に接触した状態で、第１辺部に係止するとともに
、係止片の領域の一部が該突状部の外側の面で、該突状部が設けられた第１内側板部に接
着された第１外側板部側の面とは反対側の面である外側の面に重なった状態であり、」と
してもよい。
【００１３】
　また、上記第１の構成において、「組立て状態の箱を解体する際には、一対の第１構成
部を外側に押し広げて、第１罫線及び第３罫線を介して第１構成部を湾曲させることによ
り、該一方の第１辺部に係止した係止片である第１係止片が、該第１係止片と重なる突状
部に内側から押されて、該第１係止片の該一方の第１辺部への係止が解除され、一対の第
１構成部を外側に押し広げて、第２罫線及び第４罫線を介して第１構成部を湾曲させるこ
とにより、該他方の第１辺部に係止した係止片である第２係止片が、該第２係止片と重な
る突状部に内側から押されて、該第２係止片の該他方の第１辺部への係止が解除される」
を「組立て状態の箱を解体する際には、一対の第１構成部における一方の第１構成部にお
いて、第１内側板部における第１罫線が形成された領域と第１外側板部における第３罫線
が形成された領域を一方の手でつかむとともに、他方の第１構成部において、第１内側板
部における第１罫線が形成された領域と第１外側板部における第３罫線が形成された領域
を他方の手でつかんだ後に、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第１罫線及び第３罫
線を介して第１構成部を湾曲させることにより、該一方の第１辺部に係止した係止片であ
る第１係止片が、該第１係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第１係止片の該一
方の第１辺部への係止が解除され、一対の第１構成部における一方の第１構成部において
、第１内側板部における第２罫線が形成された領域と第１外側板部における第４罫線が形
成された領域を一方の手でつかむとともに、他方の第１構成部におけて、第１内側板部に
おける第２罫線が形成された領域と第１外側板部における第４罫線が形成された領域を他
方の手でつかんだ後に、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第２罫線及び第４罫線を
介して第１構成部を湾曲させることにより、該他方の第１辺部に係止した係止片である第
２係止片が、該第２係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第２係止片の該他方の
第１辺部への係止が解除される」としてもよい。
【００１４】
　また、第２には、上記第１の構成において、箱の組立て状態において、第１内側板部に
おける一方の第１辺部における第１途中位置は、該一方の第１辺部に係止した係止片の傾
斜辺部に接し、第１内側板部における他方の第１辺部における第３途中位置は、該他方の
第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接することを特徴とすることを特徴とする。
【００１５】
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　よって、第１内側板部が罫線を介して湾曲することにより、第１辺部が途中位置を介し
て外側に湾曲して第１途中位置や第３途中位置は外側に移動するが、第１途中位置と第３
途中位置が傾斜辺部に接しているので、第１辺部において傾斜辺部に係止している部分が
大きく外側に移動するので、係止片の第１辺部への係止の解除がより容易となる。
【００１６】
　また、第３には、上記第１又は第２の構成において、第２辺部が、第１内側板部の上辺
と平行に形成されていることを特徴とする。
【００１７】
　また、第４には、上記第１から第３までのいずれかの構成において、第２構成部が、第
２外側板部と第２内側板部間に帯状の縁板部を有することを特徴とする。
【００１８】
　また、第５には、上記第１から第４までのいずれかの構成において、第１辺部が直線状
に形成され、傾斜辺部が、係止片の第２内側板部側の基端から直線状に形成され、傾斜辺
部の先端から連設された略円弧状の先端辺部（７０ｂ－３、７２ｂ－３、７０ｄ－３、７
２ｄ－３）と、先端辺部の傾斜辺部側とは反対側の端部から第２内側板部における傾斜辺
部の第２内側板部側の基端よりも下方の位置に向けて形成された下側辺部（７０ｂ－４、
７２ｂ－４、７０ｄ－４、７２ｄ－４）とを有し、係止片の先端が該先端辺部により略円
弧状に形成されていることを特徴とする。
【００１９】
　よって、係止片の先端が略円弧状を呈するので、第１辺部との係止の解除を容易とする
ことができる。
【００２０】
　なお、上記第５の構成において、「先端辺部の傾斜辺部側とは反対側の端部から第２内
側板部における傾斜辺部の第２内側板部側の基端よりも下方の位置に向けて形成された下
側辺部（７０ｂ－４、７２ｂ－４、７０ｄ－４、７２ｄ－４）」を「先端辺部の傾斜辺部
側とは反対側の端部から第２内側板部にまで形成され、第２内側板部の側辺に対して略直
角に直線状に形成された下側辺部（７０ｂ－４、７２ｂ－４、７０ｄ－４、７２ｄ－４）
」としてもよい。
【００２１】
　また、第６には、シート状のブランクにより形成された箱であって、互いに平行な相対
する２辺と、該２辺と直角をなす互いに平行な他の相対する２辺とを有する基板部（１０
）と、基板部の相対する２辺から折れ線を介して連設された第１構成部であって、基板部
から折れ線を介して連設された第１外側板部（２２ａ、２２ｃ）と、第１外側板部に対し
て折返した状態で第１外側板部の内側の面に接着された第１内側板部（２６ａ、２６ｃ）
と、第１外側板部の両側に折れ線を介して連設された延設フラップ（２８ａ、３０ａ、２
８ｃ、３０ｃ）とを有する第１構成部（Ａ１、Ａ３）と、基板部の他の相対する２辺から
折れ線を介して連設された第２構成部であって、基板部から折れ線を介して連設された第
２外側板部（２２ｂ、２２ｄ）と、第２外側板部の天板部側とは反対側の辺部から折れ線
を介して連設された帯状の縁板部（２４ｂ、２４ｄ）と、縁板部の第２外側板部側とは反
対側の辺部から折れ線を介して連設された第２内側板部（２６ｂ、２６ｄ）と、第２内側
板部の両側に折れ線を介して連設された係止片（７０ｂ、７２ｂ、７０ｄ、７２ｄ）とを
有する第２構成部（Ａ２、Ａ４）と、を有し、第１内側板部の基板部側の両側の角部には
、それぞれ第１辺部（５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃ）と、第１辺部から連設された第
２辺部（５２ａ、６２ａ、５２ｃ、６２ｃ）が設けられ、第１辺部は、第１内側板部の横
方向の一対の端部において該第１辺部に近い側の端部である近位置端部側に行くほど第１
内側板部の基板部側とは反対側の辺部である上辺との距離が短くなるように第１内側板部
の上辺の方向に対して傾斜して直線状に形成され、第２辺部は、第１辺部の上端から第１
内側板部における近位置端部側の側辺まで第１内側板部の上辺と平行に形成され、該第２
辺部と第１内側板部の側辺の一部により第１辺部の延長線から突出した突状部（５４、６
４、６４、６６）が形成され、係止片は、係止片の第２内側板部側の基端から直線状に形
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成され、第２内側板部の先端側にいくに従い、第２内側板部との距離が長くなる傾斜辺部
（７０ｂ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７２ｄ－２）と、傾斜辺部の先端から連設され
た略円弧状の先端辺部（７０ｂ－３、７２ｂ－３、７０ｄ－３、７２ｄ－３）と、先端辺
部の傾斜辺部側とは反対側の端部から第２内側板部における傾斜辺部の第２内側板部側の
基端よりも下方の位置に向けて形成された下側辺部（７０ｂ－４、７２ｂ－４、７０ｄ－
４、７２ｄ－４）とを有し、係止片の先端が該先端辺部により略円弧状に形成され、第１
内側板部には、一対の第１辺部における一方の第１辺部の一方の端部から他方の端部まで
の途中位置である第１途中位置（Ｐ１－１、Ｑ１－１）と第１内側板部の上辺の一方の端
部から他方の端部までの途中位置である第２途中位置（Ｐ１－２、Ｑ１－２）との間の位
置に該第１途中位置と第２途中位置を結ぶ方向に第１罫線（Ｐ１、Ｑ１）が形成され、第
１罫線は、第１途中位置側から第２途中位置側に向けて、一対の第１辺部における他方の
第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、該他方の第１辺部における一方の端
部から他方の端部までの第３途中位置（Ｐ３－１、Ｑ３－１）と第１内側板部の上辺にお
ける該上辺の該他方の端部から該一方の端部までの途中位置である第４途中位置（Ｐ３－
２、Ｑ３－２）との間の位置に該第３途中位置と第４途中位置を結ぶ方向に第２罫線（Ｐ
３、Ｑ３）が形成され、第２罫線は、第３途中位置側から第４途中位置側に向けて、該一
方の第１辺部側に斜め上方の方向となるように形成され、第１外側板部には、第１罫線に
沿って第３罫線（Ｐ２、Ｑ２）が形成されるとともに、第２罫線に沿って第４罫線（Ｐ４
、Ｑ４）が形成され、箱の組立て状態においては、延設フラップが第２外側板部と第２内
側板部に挟まれた状態であり、係止片が、係止片の傾斜辺部が第１内側板部の第１辺部に
沿って第１辺部に接触した状態で、第１辺部に係止するとともに、係止片の上端領域が該
突状部に重なった状態であり、第１内側板部における一方の第１辺部における第１途中位
置は、該一方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接し、第１内側板部における他方
の第１辺部における第３途中位置は、該他方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接
し、組立て状態の箱を解体する際には、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第１罫線
及び第３罫線を介して第１構成部を湾曲させることにより、該一方の第１辺部に係止した
係止片である第１係止片が、該第１係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第１係
止片の該一方の第１辺部への係止が解除され、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第
２罫線及び第４罫線を介して第１構成部を湾曲させることにより、該他方の第１辺部に係
止した係止片である第２係止片が、該第２係止片と重なる突状部に内側から押されて、該
第２係止片の該他方の第１辺部への係止が解除されることを特徴とする。
【００２２】
　第６の構成においては、第１構成部により構成される一対の側壁部を両手でつかんで外
側に押し広げるという簡単な操作により解体を行なうことができるので、解体が容易であ
る。特に、箱の組立て状態において、係止片の領域の一部が突状部に重なっていて、罫線
を介して内側板部を湾曲させることにより、突状部が係止片を押すので、係止片の解除が
容易となる。また、第１内側板部が罫線を介して湾曲することにより、第１辺部が途中位
置を介して外側に湾曲して第１途中位置や第３途中板は外側に移動するので、これによっ
ても、係止片の第１辺部への係止が解除される。特に、第１途中位置と第３途中位置が傾
斜辺部に接しているので、第１辺部において傾斜辺部に係止している部分が大きく外側に
移動するので、係止片の第１辺部への係止の解除がより容易となる。また、係止片の先端
が略円弧状を呈するので、第１辺部との係止の解除を容易とすることができる。
【００２３】
　なお、上記第６の構成において、「第１内側板部の基板部側の両側の角部には、それぞ
れ第１辺部（５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃ）と、第１辺部から連設された第２辺部（
５２ａ、６２ａ、５２ｃ、６２ｃ）が設けられ、第１辺部は、第１内側板部の横方向の一
対の端部において該第１辺部に近い側の端部である近位置端部側に行くほど第１内側板部
の基板部側とは反対側の辺部である上辺との距離が短くなるように第１内側板部の上辺の
方向に対して傾斜して直線状に形成され、第２辺部は、第１辺部の上端から第１内側板部
における近位置端部側の側辺まで第１内側板部の上辺と平行に形成され、該第２辺部と第
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１内側板部の側辺の一部により第１辺部の延長線から突出した突状部（５４、６４、６４
、６６）が形成され、」を「第１内側板部の基板部側の両側の角部には、それぞれ、第１
辺部と第２辺部が設けられ、一方の第１辺部（５０ａ、５０ｃ）は、第１内側板部の横方
向の端部側で他方の第１辺部側とは反対側の端部側である一方の端部側に行くほど第１内
側板部の基板部側とは反対側の辺部である上辺との距離が短くなるように第１内側板部の
上辺の方向に対して傾斜して直線状に形成され、一方の第２辺部（５２ａ、５２ｃ）は、
一方の第１辺部の上端から第１内側板部における該一方の端部側の側辺まで第１内側板部
の上辺と平行に形成され、他方の第１辺部（６０ａ、６０ｃ）は、第１内側板部の横方向
の端部側で該一方の第１辺部側とは反対側の端部側である他方の端部側に行くほど第１内
側板部の上辺との距離が短くなるように第１内側板部の上辺の方向に対して傾斜して直線
状に形成され、他方の第２辺部（６２ａ、６２ｃ）は、該他方の第１辺部の上端から第１
内側板部における該他方の端部側の側辺まで第１内側板部の上辺と平行に形成され、該第
２辺部と第１内側板部の側辺の一部により第１辺部の延長線から突出した突状部（５４、
６４、６４、６６）が形成され、」としてもよい。
【００２４】
　また、上記第６の構成において、「先端辺部の傾斜辺部側とは反対側の端部から第２内
側板部における傾斜辺部の第２内側板部側の基端よりも下方の位置に向けて形成された下
側辺部（７０ｂ－４、７２ｂ－４、７０ｄ－４、７２ｄ－４）」を「先端辺部の傾斜辺部
側とは反対側の端部から第２内側板部にまで形成され、第２内側板部の側辺に対して略直
角に直線状に形成された下側辺部（７０ｂ－４、７２ｂ－４、７０ｄ－４、７２ｄ－４）
」としてもよい。
【００２５】
　また、上記第６の構成において、「箱の組立て状態においては、延設フラップが第２外
側板部と第２内側板部に挟まれた状態で、係止片が、係止片の傾斜辺部が第１内側板部の
第１辺部に沿って第１辺部に接触した状態で、第１辺部に係止するとともに、係止片の上
端領域が該突状部に重なった状態であり、第１内側板部における一方の第１辺部における
第１途中位置は、該一方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接し、第１内側板部に
おける他方の第１辺部における第３途中位置は、該他方の第１辺部に係止した係止片の傾
斜辺部に接し、」を「箱の組立て状態においては、延設フラップが第２外側板部と第２内
側板部に挟まれた状態で、係止片が、係止片の傾斜辺部が第１内側板部の第１辺部に沿っ
て第１辺部に接触した状態で、第１辺部に係止するとともに、係止片の上端領域が該突状
部の外側の面で、該突状部が設けられた第１内側板部に接着された第１外側板部側の面と
は反対側の面である外側の面に重なった状態であり、第１内側板部における一方の第１辺
部における第１途中位置は、該一方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接し、第１
内側板部における他方の第１辺部における第３途中位置は、該他方の第１辺部に係止した
係止片の傾斜辺部に接し、」としてもよい。
【００２６】
　また、上記第６の構成において、「組立て状態の箱を解体する際には、一対の第１構成
部を外側に押し広げて、第１罫線及び第３罫線を介して第１構成部を湾曲させることによ
り、該一方の第１辺部に係止した係止片である第１係止片が、該第１係止片と重なる突状
部に内側から押されて、該第１係止片の該一方の第１辺部への係止が解除され、一対の第
１構成部を外側に押し広げて、第２罫線及び第４罫線を介して第１構成部を湾曲させるこ
とにより、該他方の第１辺部に係止した係止片である第２係止片が、該第２係止片と重な
る突状部に内側から押されて、該第２係止片の該他方の第１辺部への係止が解除される」
を「組立て状態の箱を解体する際には、一対の第１構成部における一方の第１構成部にお
いて、第１内側板部における第１罫線が形成された領域と第１外側板部における第３罫線
が形成された領域を一方の手でつかむとともに、他方の第１構成部において、第１内側板
部における第１罫線が形成された領域と第１外側板部における第３罫線が形成された領域
を他方の手でつかんだ後に、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第１罫線及び第３罫
線を介して第１構成部を湾曲させることにより、該一方の第１辺部に係止した係止片であ
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る第１係止片が、該第１係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第１係止片の該一
方の第１辺部への係止が解除され、一対の第１構成部における一方の第１構成部において
、第１内側板部における第２罫線が形成された領域と第１外側板部における第４罫線が形
成された領域を一方の手でつかむとともに、他方の第１構成部におけて、第１内側板部に
おける第２罫線が形成された領域と第１外側板部における第４罫線が形成された領域を他
方の手でつかんだ後に、一対の第１構成部を外側に押し広げて、第２罫線及び第４罫線を
介して第１構成部を湾曲させることにより、該他方の第１辺部に係止した係止片である第
２係止片が、該第２係止片と重なる突状部に内側から押されて、該第２係止片の該他方の
第１辺部への係止が解除される」としてもよい。
【００２７】
　また、第７には、上記第５又は第６の構成において、第１辺部が、第１内側板部の下辺
に対して略１３５度の角度をなし、第１罫線と第２罫線は、第１内側板部の上辺に対して
略４５度の角度をなすことを特徴とする。
【００２８】
　また、第８には、上記第１から第７までのいずれかの構成において、第１構成部が、第
１外側板部と第１内側板部間に帯状の縁板部を有し、第１内側板部が縁板部を介して第１
外側板部に対して折り返した状態となっているとを特徴とする。
【００２９】
　また、第９には、上記第１から第８までのいずれかの構成において、延設フラップが、
第２外側板部とは分離したフラップであることを特徴とする。
【００３０】
　また、第１０には、上記第１から第１０までのいずれかの構成において、延設フラップ
が、第２外側板部と折れ線を介して連設され、箱の組立て状態において、延設フラップが
二つ折りにした状態で第２外側板部と第２内側板部とで挟まれた状態となることを特徴と
する。
【００３１】
　また、第１１には、第２内側板部の箱の組立て状態において基板部側となる辺部である
下辺から折れ線を介して連設された重合フラップ（４０ｂ、４０ｄ）が設けられ、重合フ
ラップにおいて、先端側の両側の角部が面取りされていることを特徴とする。よって、係
止片の第１辺部への係止が解除して、係止片が内側に回動する際に、重合フラップが邪魔
となることがない。
【００３２】
　なお、上記第１から第１１までのいずれかの構成において、第１罫線と第２罫線に沿っ
て切込みが形成されていることを特徴とするものとしてもよい。これによれば、第１内側
板部の第１罫線や第２罫線を介した湾曲を容易とすることができ、係止片の係止の解除を
容易とすることができる。また、第１罫線と第２罫線が箱の内側に形成されていて、外部
から視認できない場合でも、切込みの位置により第１罫線及び第２罫線の位置を推測する
ことができる。
【発明の効果】
【００３３】
　本発明に基づく箱によれば、第１構成部により構成される一対の側壁部を両手でつかん
で外側に押し広げるという簡単な操作により解体を行なうことができるので、解体が容易
である。特に、箱の組立て状態において、係止片の領域の一部が突状部に重なっていて、
罫線を介して内側板部を湾曲させることにより、突状部が係止片を押すので、係止片の解
除が容易となる。
【００３４】
　また、第１内側板部における一方の第１辺部における第１途中位置が、該一方の第１辺
部に係止した係止片の傾斜辺部に接し、第１内側板部における他方の第１辺部における第
３途中位置が、該他方の第１辺部に係止した係止片の傾斜辺部に接する場合には、第１内
側板部が罫線を介して湾曲することにより、第１辺部が途中位置を介して外側に湾曲して
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第１途中位置や第３途中板は外側に移動するので、これによっても、係止片の第１辺部へ
の係止が解除される。
【図面の簡単な説明】
【００３５】
【図１】箱の斜視図である。
【図２】図１の要部拡大図である。
【図３】図１のＷ－Ｗ線における要部断面図である。
【図４】箱の展開図である。
【図５】図４の要部拡大図である。
【図６】図４の要部拡大図である。
【図７】正面側構成部と背面側構成部において、内側板部を外側板部に接着した状態を示
す平面図である。
【図８】箱の組立て途中の状態を示す斜視図である。
【図９】箱の解体方法を示す説明図である。
【図１０】箱の解体方法を示す説明図である。
【図１１】箱の解体方法を示す説明図である。
【図１２】係止片の係止を解除した状態を示す斜視図である。
【図１３】箱の他の例を示す展開図である。
【発明を実施するための形態】
【００３６】
　本発明においては、底板部又は天板部となる基板部の相対する辺部から連設された外側
板部と内側板部を接着したタイプのＣ式組立て式箱において、組立て状態からの解体を容
易とするものを提供することを目的とする。
【００３７】
　本発明に基づく箱Ａは、図１に示すように構成され、基板部１０と、側壁部２０ａと、
側壁部２０ｂと、側壁部２０ｃと、側壁部２０ｄとを有している。このように、基板部１
０と、側壁部２０ａ～２０ｄによって、箱Ａは上部が開口した箱状に形成され、内部に収
納空間を有した構成となっている。なお、箱Ａは、身蓋式の箱に適用した場合に、身にも
蓋にも適用できるものである。
【００３８】
　この箱Ａの詳細について、展開状態を示す図４～図６を主として利用して説明する。箱
Ａは、図４～図６に示す展開状態の１枚のシート状のブランク（具体的には、段ボール製
（例えば、薄型段ボール製）のブランクであり、厚紙製のブランク等の他の紙製のブラン
クでもよい）を組み立てることにより形成されている。つまり、箱Ａは、段ボール材（特
に、両面段ボール材）等の紙製の箱である。段ボールにおける断面略波形形状の中芯の段
の方向は、図４における円内に示す方向（Ｙ１－Ｙ２方向）となっている。なお、図４に
おける円内に示す方向には限られない。図面において、Ｙ１－Ｙ２方向は、Ｘ１－Ｘ２方
向と直角な方向を示している。
【００３９】
　まず、基板部１０は、方形状の板状に形成されている。つまり、基板部１０の正面側（
Ｙ１側）の辺部と背面側（Ｙ２側）の辺部は、Ｘ１－Ｘ２方向に形成され、基板部１０の
右側面側（Ｘ２側）の辺部と左側面側（Ｘ１側）の辺部は、Ｙ１－Ｙ２方向に形成されて
いる。つまり、基板部１０は、互いに平行な相対する２辺（正面側と辺部と背面側の辺部
）と、該２辺と直角をなす互いに平行な他の相対する２辺（右側面側の辺部と左側面側の
辺部）とを有している。基板部１０は、箱Ａが身蓋式の箱における身である場合には、底
板部となり、箱Ａが身蓋式の箱における蓋である場合には、天板部となる。
【００４０】
　また、基板部１０のＹ１側（正面側）の辺部からは折れ線を介して外側板部（第１外側
板部）２２ａが連設されている。この外側板部２２ａは、長方形状を呈し、横方向（Ｘ１
－Ｘ２方向）には基板部１０と同じ幅を有している。
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【００４１】
　この外側板部２２ａの両側には、延設フラップ２８ａ、３０ａが折れ線を介して連設さ
れている。すなわち、外側板部２２ａのＸ１側の辺部からは折れ線を介して延設フラップ
２８ａが形成され、また、外側板部２２ａのＸ２側の辺部からは折れ線を介して延設フラ
ップ３０ａが形成されている。この延設フラップ２８ａ、３０ａはともに略四角形状を呈
し、延設フラップ２８ａは、外側板部２２ａとの折れ線に沿った辺部２８ａ－１と、辺部
２８ａ－１の端部から連設され、外側板部２２ａと縁板部２４ａ間の折れ線の延長線上に
形成された辺部２８ａ－２と、辺部２８ａ－２の端部から辺部２８ａ－２に対して屈曲し
て直線状に形成された辺部２８ａ－３と、辺部２８ａ－３の端部から連設され、略円弧状
に形成された辺部２８ａ－４と、辺部２８ａ－４の端部から直線状に形成され、辺部２８
ａ－１と平行に形成された辺部２８ａ－５と、辺部２８ａ－５の端部から連設され、辺部
２８ａ－５に対して屈曲して直線状に形成された辺部２８ａ－６と、辺部２８ａ－６の端
部から外側板部２２ｄの正面側の辺部に沿って直線状に形成された辺部２８ａ－７とを有
しており、長方形状を辺部２８ａ－３、２８ａ－４、２８ａ－６により切り欠いた形状を
呈している。また、延設フラップ３０ａは、延設フラップ２８ａと対称に形成され、図４
に示す箱Ａの展開状態において、延設フラップ２８ａと左右対称に形成されている。
【００４２】
　なお、延設フラップ２８ａは、外側板部２２ｄと分離した構成であり（つまり、外側板
部２２ｄとは連設されておらず、隣接箇所は切込みにより区画されている）、延設フラッ
プ３０ａは、外側板部２２ｂと分離した構成である（つまり、外側板部２２ｂとは連設さ
れておらず、隣接箇所は切込みにより区画されている）。また、外側板部２２ａの基板部
１０側とは反対側の辺部からは縁板部２４ａが折れ線を介して連設されている。この縁板
部２４ａは、幅狭の帯状を呈し、組立て状態では、側壁部２０ａの上端部分を構成する。
この縁板部２４ａの長手方向の長さは、外側板部２２ａの長手方向の長さと同一（略同一
としてもよい）に形成され、外側板部２２ａ側から内側板部２６ａ側に行くに従い若干短
くなるように形成され、縁板部２４ａの両側の辺部は外側板部２２ａとの折れ線に対して
鋭角に傾斜する斜辺となっている。なお、この縁板部２４ａは、内側板部２６ａを縁板部
２４ａを介して外側板部２２ａに対して折り返した状態とする際に、ブランクの厚みを考
慮して設けられたものであるが、内側板部２６ａを外側板部２２ａに対して折り返す構成
であるので、ブランクの厚みが薄い場合には、縁板部２４ａの構成を省略して、外側板部
２２ａから内側板部２６ａが連設された構成としてもよい。その場合には、正面側構成部
Ａ１の展開状態において、罫線Ｐ１と罫線Ｐ２とは外側板部２２ａと内側板部２６ａ間の
折れ線を中心に線対称に形成され、罫線Ｐ３と罫線Ｐ４とは外側板部２２ａと内側板部２
６ａ間の折れ線を中心に線対称に形成される。
【００４３】
　また、縁板部２４ａの外側板部２２ａ側とは反対側の辺部からは内側板部（第１内側板
部）２６ａが折れ線を介して連設されている。この内側板部２６ａは、長方形状における
先端の両側の角部（内側板部２６ａと外側板部２２ａとが接着された状態では、基板部１
０側の両側の角部）に切欠部Ｋ１ａ、Ｋ２ａを形成した形状を呈し、縁板部２４ａに沿っ
た直線状の辺部２６ａ－１と、内側板部２６ａの先端側の辺部で辺部２６ａ－１に対して
平行な直線状の辺部２６ａ－２と、辺部２６ａ－２の左側面側の端部から辺部２６ａ－２
に対して傾斜した直線状の辺部（第１辺部）５０ａと、辺部５０ａの辺部２６ａ－２とは
反対側の端部から連設され、辺部２６ａ－１と平行（略平行としてもよい）に形成された
直線状の辺部（第２辺部）５２ａと、辺部５２ａの辺部５０ａとは反対側の端部から連設
されるとともに辺部２６ａ－１の左側面側の端部から連設され、辺部５２ａ及び辺部２６
ａ－１に対して直角を呈する直線状の辺部２６ａ－３と、辺部２６ａ－２の右側面側の端
部から辺部２６ａ－２に対して傾斜した直線状の辺部（第１辺部）６０ａと、辺部６０ａ
の辺部２６ａ－２とは反対側の端部から連設され、辺部２６ａ－１と平行（略平行として
もよい）に形成された直線状の辺部（第２辺部）６２ａと、辺部６２ａの辺部６０ａとは
反対側の端部から連設されるとともに辺部２６ａ－１の右側面側の端部から連設され、辺
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部６２ａ及び辺部２６ａ－１に対して直角を呈する直線状の辺部２６ａ－４とを有してい
る。つまり、辺部５０ａと辺部５２ａにより切欠部Ｋ１ａが形成され、辺部６０ａと辺部
６２ａにより切欠部Ｋ２ａが形成されている。
【００４４】
　辺部５０ａと辺部６０ａは、辺部２６ａ－２に対して１３５度（略１３５度としてもよ
い）をなしている。つまり、辺部２６ａ－２と辺部５０ａ間の角度α１と辺部２６ａ－２
と辺部６０ａ間の角度α４は、１３５度（略１３５度としてもよい）となっている。
【００４５】
　なお、切欠部Ｋ１ａが形成されることにより、内側板部２６ａには、辺部５０ａの延長
線から下方（具体的には、斜め下方）に突出した突状部５４が形成され、切欠部Ｋ２ａが
形成されることにより、内側板部２６ａには、辺部６０ａの延長線から下方（具体的には
、斜め下方）に突出した突状部６４が形成されている。つまり、突状部５４は、辺部２６
ａ－３の一部と辺部５２ａと辺部５０ａの延長線により囲まれた領域で三角形状（具体的
には、直角三角形状（特に、直角二等辺三角形））を呈し、突状部６４は、辺部２６ａ－
４の一部と辺部６２ａと辺部６０ａの延長線により囲まれた領域で三角形状（具体的には
、直角三角形状（特に、直角二等辺三角形））を呈している。
【００４６】
　つまり、内側板部２６ａの基板部１０側の両側の角部には、それぞれ辺部５０ａ、６０
ａと、辺部５２ａ、６２ａが設けられ、辺部５０ａは、内側板部２６ａの横方向の一対の
端部において辺部５０ａに近い側の端部である近位置端部（Ｘ１側の端部、辺部２６ａ－
３側の端部）側に行くほど内側板部２６ａの上辺との距離が短くなるように内側板部２６
ａの上辺の方向に対して傾斜して形成され、辺部５２ａは、辺部５０ａの上端から内側板
部２６ａにおける近位置端部側の側辺まで形成され、辺部５２ａと内側板部２６ａの側辺
（辺部２６ａ－３）の一部により辺部５０ａの延長線から突出した突状部５４が形成され
る。また、辺部６０ａは、内側板部２６ａの横方向の一対の端部において辺部６０ａに近
い側の端部である近位置端部（Ｘ２側の端部、辺部２６ａ－４側の端部）側に行くほど内
側板部２６ａの上辺との距離が短くなるように内側板部２６ａの上辺の方向に対して傾斜
して形成され、辺部６２ａは、辺部６０ａの上端から内側板部２６ａにおける近位置端部
側の側辺まで形成され、辺部６２ａと内側板部２６ａの側辺（辺部２６ａ－４）の一部に
より辺部６０ａの延長線から突出した突状部５４が形成される。
【００４７】
　辺部５０ａには、箱Ａの組立て状態において、係止片７２ｄが係止し、具体的には、係
止片７２ｄは、係止片７２ｄの辺部７２ｄ－２が辺部５０ａに沿った状態で、辺部５０ａ
に係止する。同様に、辺部６０ａには、箱Ａの組立て状態において、係止片７２ｂが係止
し、具体的には、係止片７２ｂは、係止片７２ｂの辺部７２ｂ－２が辺部６０ａに沿った
状態で、辺部６０ａに係止する。
【００４８】
　また、内側板部２６ａの幅（つまり、Ｙ１－Ｙ２方向の幅（組立て状態における高さ方
向の幅））は、外側板部２２ａの幅（つまり、Ｙ１－Ｙ２方向の幅（組立て状態における
高さ方向の幅））と同じか又は基板部１０の厚みを考慮して、外側板部２２ａの幅よりも
若干小さく形成されている。また、内側板部２６ａの長手方向の長さ（つまりＸ１－Ｘ２
方向の長さ）は、外側板部２２ａの長手方向の長さや縁板部２４ａの長手方向の長さより
も若干短く形成されている。
【００４９】
　また、内側板部２６ａは、縁板部２４ａを介して内側に折り返した状態で、外側板部２
２ａに接着されている。つまり、内側板部２６ａは外側板部２２ａに対して内側に折り返
した状態で接着されている。内側板部２６ａと外側板部２２ａの接着領域は、例えば、辺
部５０ａの位置（又は辺部５０ａの近傍位置）から辺部６０ａの位置（又は辺部６０ａの
近傍位置）までとし、例えば、接着領域を方形状とした場合には、接着領域Ｒ１は、図７
に示すように、接着領域Ｒ１の横方向の端部（具体的には、接着領域Ｒ１の角部）が辺部
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５０ａ、６０ａに接するように形成するか、あるいは、接着領域Ｒ１の横方向の端部（具
体的には、接着領域Ｒ１の角部）が辺部５０ａ、６０ａの近くとなるように形成する。な
お、係止片７２ｄが切欠部Ｋ１ａに係止し、係止片７２ｂが切欠部Ｋ２ａに係止するので
、辺部５０ａに沿った領域と辺部６０ａに沿った領域には接着剤を塗布して接着するのが
好ましく、一方の端部領域（辺部５０ａに沿った領域）から他方の領域（辺部６０ａに沿
った領域）まで接着するのが好ましい。なお、内側板部２６ａの全面を接着領域としても
よい。また、接着手段としては、接着剤以外の手段（例えば、両面接着テープ）でもよい
が、係止片７２ｄ、７２ｂが内側板部２６ａの切欠部Ｋ１ａ、Ｋ２ａに係止した状態で、
係止片７２ｄ、７２ｂと内側板部２６ａとの間に段差が生じるのを防ぐには、接着剤を用
いるのが好ましい。
【００５０】
　また、内側板部２６ａの辺部５０ａから内側斜め上方に向けて（つまり、右側面側に斜
め上方に向けて）直線状の罫線Ｐ１が形成されている。厳密には、辺部５０ａの下端から
上端までの途中位置Ｐ１－１から辺部５０ａに対して直角（略直角としてもよい）に内側
板部２６ａの上辺である辺部２６ａ－１にまで形成されている。罫線Ｐ１と辺部２６ａ－
１との接点は、辺部２６ａ－１の一方の端部から他方の端部までの途中位置Ｐ１－２であ
る。罫線Ｐ１と内側板部２６ａの上辺である辺部２６ａ－１との角度α２は４５度（略４
５度としてもよい）となっている。つまり、罫線Ｐ１は、途中位置Ｐ１－１から途中位置
Ｐ１－２側に向けて、辺部６０ａ（他方の第１辺部）側（Ｘ２側）に斜め上方の方向とな
るように形成されている。また、罫線Ｐ１における辺部５０ａ側の部分には、罫線Ｐ１に
沿って直線状の切込みＰ１ａが複数（図４、図５の例では２つ）形成されている。切込み
Ｐ１ａは、内側板部２６ａの一方の面から他方の面まで貫通した切込みである。切込みＰ
１ａが設けられることにより、罫線Ｐ１を介した湾曲（折曲げとしてもよい）が容易とな
るようになっている。なお、罫線Ｐ１は、辺部５０ａの途中位置Ｐ１－１から内側板部２
６ａの辺部２６ａ－１の途中位置Ｐ１－２まで形成されているとしたが、罫線Ｐ１の端部
は辺部５０ａや辺部２６ａ－１と間隔が設けられていてもよく（辺部５０ａと辺部２６ａ
－１のいずれか一方のみと間隔が設けられる構成でもよい）、結果として、罫線Ｐ１は、
途中位置Ｐ１－１と途中位置Ｐ１－２の間の位置に途中位置Ｐ１－１と途中位置Ｐ１－２
を結ぶ方向に形成されていればよい。
【００５１】
　また、外側板部２２ａには、罫線Ｐ２が形成されていて、罫線Ｐ２は、箱Ａの組立て状
態において、内側板部２６ａと外側板部２２ａ間の仮想中心面（内側板部２６ａと外側板
部２２ａと平行で内側板部２６ａと外側板部２２ａと等距離の仮想中心面）を介して罫線
Ｐ１と対称（面対称としてもよい）に形成されている。罫線Ｐ２は、外側板部２２ａの上
辺の一方の端部から他方の端部までの途中位置Ｐ２－２から外側板部２２ａの下辺の一方
の端部から他方の端部までの途中位置Ｐ２－１にまで形成されている。つまり、罫線Ｐ１
における上端位置（途中位置Ｐ１－２の位置）と罫線Ｐ２における上端位置（途中位置Ｐ
２－２の位置）とは、Ｘ１－Ｘ２方向において同じ位置に形成され、また、罫線Ｐ２の外
側板部２２ａと縁板部２４ａの折れ線に対する角度α３は、α２と同一に形成され、４５
度（略４５度としてもよい）に形成されている。つまり、正面側構成部Ａ１（後述）の展
開状態において、罫線Ｐ１と罫線Ｐ２とは線対称（つまり、縁板部２４ａの外側板部２２
ａ側の辺部及び縁板部２４ａの内側板部２６ａ側の辺部と平行な中心線で、縁板部２４ａ
の外側板部２２ａ側の辺部及び縁板部２４ａの内側板部２６ａ側の辺部と等距離にある中
心線を中心に線対称）に形成されている（ただし、切欠部Ｋ１ａが設けられている関係で
、途中位置Ｐ１－１と途中位置Ｐ１－２間の長さが途中位置Ｐ２－１と途中位置Ｐ２－２
間の長さよりも短く形成されている）。また、罫線Ｐ２の外側板部２２ａの下辺との接点
は途中位置Ｐ２－１となるので、該接点と基板部１０の角部１０ａ（正面及び左側面側の
角部）とは間隔が設けられている。なお、罫線Ｐ２は、途中位置Ｐ２－２から途中位置Ｐ
２－１まで形成されているとしたが、罫線Ｐ２の端部は外側板部２２ａの上辺や下辺と間
隔が設けられていてもよく（外側板部２２ａの上辺と下辺のいずれか一方のみと間隔が設
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けられる構成でもよい）、結果として、罫線Ｐ２は、途中位置Ｐ２－２と途中位置Ｐ２－
１の間の位置に途中位置Ｐ２－２と途中位置Ｐ２－１を結ぶ方向に形成されていればよい
。
【００５２】
　また、内側板部２６ａの辺部６０ａから内側斜め上方に向けて（つまり、左側面側に斜
め上方に向けて）直線状の罫線Ｐ３が形成されている。罫線Ｐ３は、罫線Ｐ１と線対称に
形成されている。厳密には、辺部６０ａの下端から上端までの途中位置Ｐ３－１から辺部
６０ａに対して直角（略直角としてもよい）に内側板部２６ａの上辺である辺部２６ａ－
１にまで形成されている。罫線Ｐ３と辺部２６ａ－１との接点は、辺部２６ａ－１の一方
の端部から他方の端部までの途中位置Ｐ３－２であり、途中位置Ｐ３－２は、途中位置Ｐ
２－２よりも右側面側にある。罫線Ｐ３と内側板部２６ａの上辺である辺部２６ａ－１と
の角度α５は４５度（略４５度としてもよい）となっている。つまり、罫線Ｐ３は、途中
位置Ｐ３－１から途中位置Ｐ３－２側に向けて、辺部５０ａ（一方の第１辺部）側（Ｘ１
側）に斜め上方の方向となるように形成されている。また、罫線Ｐ３における辺部６０ａ
側の部分には、罫線Ｐ３に沿って直線状の切込みＰ３ａが複数（図４、図５の例では２つ
）形成されている。切込みＰ３ａは、内側板部２６ａの一方の面から他方の面まで貫通し
た切込みである。切込みＰ３ａが設けられることにより、罫線Ｐ３を介した湾曲（折曲げ
としてもよい）が容易となるようになっている。なお、罫線Ｐ３は、辺部６０ａの途中位
置Ｐ３－１から内側板部２６ａの辺部２６ａ－１の途中位置Ｐ３－２まで形成されている
としたが、罫線Ｐ３の端部は辺部６０ａや辺部２６ａ－１と間隔が設けられていてもよく
（辺部６０ａと辺部２６ａ－１のいずれか一方のみと間隔が設けられる構成でもよい）、
結果として、罫線Ｐ３は、途中位置Ｐ３－１と途中位置Ｐ３－２の間の位置に途中位置Ｐ
３－１と途中位置Ｐ３－２を結ぶ方向に形成されていればよい。
【００５３】
　また、外側板部２２ａには、罫線Ｐ４が形成されていて、罫線Ｐ４は、箱Ａの組立て状
態において、内側板部２６ａと外側板部２２ａ間の仮想中心面（内側板部２６ａと外側板
部２２ａと平行で内側板部２６ａと外側板部２２ａと等距離の仮想中心面）を介して罫線
Ｐ３と対称（面対称としてもよい）に形成されている。罫線Ｐ４は、外側板部２２ａの上
辺の一方の端部から他方の端部までの途中位置Ｐ４－２から外側板部２２ａの下辺の一方
の端部から他方の端部までの途中位置Ｐ４－１にまで形成されている。つまり、罫線Ｐ３
における上端位置（途中位置Ｐ３－２の位置）と罫線Ｐ４における上端位置（途中位置Ｐ
４－２の位置）とは、Ｘ１－Ｘ２方向において同じ位置に形成され、また、罫線Ｐ４の外
側板部２２ａと縁板部２４ａの折れ線に対する角度α６は、α５と同一に形成され、４５
度（略４５度としてもよい）に形成されている。つまり、正面側構成部Ａ１（後述）の展
開状態において、罫線Ｐ３と罫線Ｐ４とは線対称（つまり、縁板部２４ａの外側板部２２
ａ側の辺部及び縁板部２４ａの内側板部２６ａ側の辺部と平行な中心線で、縁板部２４ａ
の外側板部２２ａ側の辺部及び縁板部２４ａの内側板部２６ａ側の辺部と等距離にある中
心線を中心に線対称）に形成されている（ただし、切欠部Ｋ２ａが設けられている関係で
、途中位置Ｐ３－１と途中位置Ｐ３－２間の長さが途中位置Ｐ４－１と途中位置Ｐ４－２
間の長さよりも短く形成されている）。また、罫線Ｐ４の外側板部２２ａの下辺との接点
は途中位置Ｐ４－１となるので、該接点と基板部１０の角部１０ｂ（正面及び右側面側の
角部）とは間隔が設けられている。なお、罫線Ｐ４は、途中位置Ｐ４－２から途中位置Ｐ
４－１まで形成されているとしたが、罫線Ｐ４の端部は外側板部２２ａの上辺や下辺と間
隔が設けられていてもよく（外側板部２２ａの上辺と下辺のいずれか一方のみと間隔が設
けられる構成でもよい）、結果として、罫線Ｐ４は、途中位置Ｐ４－２と途中位置Ｐ４－
１の間の位置に途中位置Ｐ４－２と途中位置Ｐ４－１を結ぶ方向に形成されていればよい
。
【００５４】
　なお、罫線Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４は、ブランクの内側の面（箱Ａの組立て状態におい
て内側となる面で、内側板部２６ａと外側板部２２ａにおいて、互いに接触し合う面であ



(17) JP 2017-109792 A 2017.6.22

10

20

30

40

50

り、内側板部２６ｃと外側板部２２ｃにおいて、互いに接触し合う面）から押圧した押罫
により形成され、押罫を形成する際の圧力を小さくすることにより外側に罫線が視認でき
ない（又はほとんど視認できない）ようにすることができる。図４～図６は、箱Ａの内側
となる面を示す展開図であり、罫線Ｐ１～Ｐ４、Ｑ１～Ｑ４が表れているが、外側から罫
線が視認できない場合には、箱Ａの外側となる面を示す展開図においては、罫線Ｐ１～Ｐ
４、Ｑ１～Ｑ４は表れない。なお、箱Ａの外側となる面にも罫線Ｐ１～Ｐ４、Ｑ１～Ｑ４
が表れる場合には、箱Ａの外側となる面を示す展開図は、図４～図６と同様となる。
【００５５】
　なお、外側板部２２ａと内側板部２６ａとは接着されていて、罫線Ｐ１と罫線Ｐ２は上
記のように対称に形成され、罫線Ｐ３と罫線Ｐ４は上記のように対称に形成されているの
で、罫線Ｐ２は罫線Ｐ１に沿って形成され、罫線Ｐ４は罫線Ｐ３に沿って形成されている
といえる（罫線Ｐ２は罫線Ｐ１の形成位置に沿って形成され、罫線Ｐ４は罫線Ｐ３の形成
位置に沿って形成されているとしてもよい。）。なお、罫線Ｐ２は罫線Ｐ１に沿って形成
され、罫線Ｐ４は罫線Ｐ３に沿って形成されている点は、罫線Ｐ１～Ｐ４がブランクの内
側の面から押圧した押罫により形成した場合のみならず、罫線Ｐ１～Ｐ４がブランクの外
側の面から押圧した押罫により形成した場合にも当てはまる。つまり、罫線をブランクの
外側の面から押圧した押罫により形成した場合には、押罫側の罫線同士の間は、ブランク
の厚みを介して間隔が設けられるが、この場合も、互いの罫線が平行に形成されるので、
罫線Ｐ２は罫線Ｐ１に沿って形成され、罫線Ｐ４は罫線Ｐ３に沿って形成されているとい
える。なお、罫線Ｐ１～Ｐ４をブランクの内側の面から押圧した押罫とした場合には、押
罫側の罫線同士が互いに対向するので、罫線Ｐ２は罫線Ｐ１に沿って形成され、罫線Ｐ４
は罫線Ｐ３に沿って形成されているといえる。
【００５６】
　外側板部２２ａにおいて、罫線Ｐ２よりも延設フラップ２８ａ側（左側面側）の領域が
端部領域２２ａＡとなり、罫線Ｐ４よりも延設フラップ３０ａ側（右側面側）の領域が端
部領域２２ａＢとなり、また、内側板部２６ａにおいて、罫線Ｐ１よりも左側面側（内側
板部２６ａは外側板部２２ａに対して内側に折り返した状態で接着されるので、延設フラ
ップ２８ａ側ともいえる）の領域が端部領域２６ａＡとなり、罫線Ｐ３よりも右側面側（
内側板部２６ａは外側板部２２ａに対して内側に折り返した状態で接着されるので、延設
フラップ３０ａ側ともいえる）の領域が端部領域２６ａＢとなる。
【００５７】
　なお、基板部１０のＹ１側の辺部から形成された各部（すなわち、外側板部２２ａ、縁
板部２４ａ、内側板部２６ａ、延設フラップ２８ａ、３０ａは、展開状態において、線対
称に形成され（すなわち、Ｙ１側を正面側とした場合には、Ｙ１－Ｙ２方向の中心線を介
して左右対称に形成されている）、基板部１０のＹ１側の辺部から形成された各部により
正面側構成部（第１構成部）Ａ１が構成される。また、側壁部２０ａは、正面側の側壁を
形成するので、側壁部２０ａは、正面側構成部Ａ１から延設フラップ２８ａ、３０ａを除
いた構成と係止片７２ｂ、７２ｄにより構成されるといえる。
【００５８】
　次に、基板部１０のＸ２側（右側面側）の辺部からは折れ線を介して外側板部（第２外
側板部）２２ｂが連設されている。この外側板部２２ｂは、長方形状を呈し、長手方向（
Ｙ１－Ｙ２方向）には基板部１０と同じ幅を有している（外側板部２２ｂのＹ１－Ｙ２方
向の長さは、基板部１０のＹ１－Ｙ２方向の長さと同一である）。また、外側板部２２ｂ
の基板部１０側とは反対側の辺部からは縁板部２４ｂが折れ線を介して連設されている。
この縁板部２４ｂは、幅狭の帯状を呈し、組立て状態では、側壁部２０ｂの上端部分を構
成する。この縁板部２４ｂの長手方向の長さは、外側板部２２ｂ側から内側板部２６ｂに
向けて若干小さく形成されている。また、縁板部２４ｂの長手方向の長さは、外側板部２
２ｂ側から内側板部２６ｂ側に行くに従い若干短くなるように形成され、縁板部２４ｂの
両側の辺部は外側板部２２ｂとの折れ線に対して鋭角に傾斜する斜辺となっている。
【００５９】
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　なお、縁板部２４ｂは箱Ａの組立て状態において、外側板部２２ｂと内側板部２６ｂの
間に延設フラップ３０ａ、３０ｃを収納するための隙間を形成するために設けられたもの
であるが、縁板部２４ｂを省略して外側板部２２ｂから折れ線を介して内側板部２６ｂが
連設された構成としてもよい。なお、その場合には、縁板部２４ｂが外側板部２２ｂと内
側板部２６ｂの間に設けられるので、外側板部２２ｂと内側板部２６ｂの上端側の領域は
若干湾曲することになる。
【００６０】
　また、縁板部２４ｂの外側板部２２ｂ側とは反対側の辺部からは内側板部（第２内側板
部）２６ｂが折れ線を介して連設されている。この内側板部２６ｂは、略方形状を呈して
いる。この内側板部２６ｂの幅（つまり、Ｘ１－Ｘ２方向の幅（組立て状態における高さ
方向の幅））は、外側板部２２ｂの幅（つまり、Ｘ１－Ｘ２方向の幅（組立て状態におけ
る高さ方向の幅））と同じか又は基板部１０の厚みを考慮して、外側板部２２ｂの幅より
も若干小さく形成されている。また、内側板部２６ｂの長手方向の長さ（つまりＹ１－Ｙ
２方向の長さ）は、外側板部２２ｂの長手方向の長さよりも若干短く形成されている。
【００６１】
　また、内側板部２６ｂの背面側の辺部からは折れ線を介して係止片７０ｂが連設されて
いる。この係止片７０ｂは、内側板部２６ｂとの折れ線に沿った辺部７０ｂ－１と、辺部
７０ｂ－１の上端（外側板部２２ｂの側辺の上端から下端までの途中位置）から連設され
、辺部７０ｂ－１に対して４５度（略４５度としてもよい）に形成された直線状の辺部（
傾斜辺部）７０ｂ－２と、辺部７０ｂ－２の端部から円弧状（略円弧状としてもよい）に
形成された辺部（先端辺部）７０ｂ－３と、辺部７０ｂ－３の端部から辺部７０ｂ－１（
内側板部２６ｂの側辺としてもよい）に対して直角に直線状に形成された辺部（下側辺部
）７０ｂ－４とを有し、辺部７０ｂ－２は、上端から下端にいくほど辺部７０ｂ－１との
距離が長くなる（つまり、内側板部２６ｂとの距離が長くなる）ように形成されている。
また、辺部７０ｂ－３により係止片７０ｂの先端は略円弧状に形成されている。箱Ａの組
立て状態では、係止片７０ｂが内側板部２６ｃの切欠部Ｋ２ｃに係止し、係止片７０ｂが
切欠部Ｋ２ｃに係止した状態では、辺部７０ｂ－２は、突状部６６に重なった部分を除き
、辺部６０ｃに沿って辺部６０ｃと接している。
【００６２】
　また、内側板部２６ｂの正面側の辺部からは折れ線を介して係止片７２ｂが連設されて
いる。係止片７２ｂは、箱Ａの展開状態において、係止片７０ｂと前後対称に形成され、
係止片７２ｂは、内側板部２６ｂとの折れ線に沿った辺部７２ｂ－１と、辺部７２ｂ－１
の上端（外側板部２２ｂの側辺の上端から下端までの途中位置）から連設され、辺部７２
ｂ－１に対して４５度（略４５度としてもよい）に形成された直線状の辺部（傾斜辺部）
７２ｂ－２と、辺部７２ｂ－２の端部から円弧状（略円弧状としてもよい）に形成された
辺部（先端辺部）７２ｂ－３と、辺部７２ｂ－３の端部から辺部７２ｂ－１（内側板部２
６ｂの側辺としてもよい）に対して直角に直線状に形成された辺部（下側辺部）７２ｂ－
４とを有し、辺部７２ｂ－２は、上端から下端にいくほど辺部７２ｂ－１との距離が長く
なる（つまり、内側板部２６ｂとの距離が長くなる）ように形成されている。また、辺部
７２ｂ－３により係止片７２ｂの先端は略円弧状に形成されている。箱Ａの組立て状態で
は、係止片７２ｂが内側板部２６ａの切欠部Ｋ２ａに係止し、係止片７２ｂが切欠部Ｋ２
ｃに係止した状態では、辺部７２ｂ－２は、突状部６４に重なった部分を除き、辺部６０
ａに沿って辺部６０ａと接している。
【００６３】
　なお、係止片７０ｂにおいて、辺部７０ｂ－１と辺部７０ｂ－２間の角度α２１と辺部
７２ｂ－２と辺部７２ｂ－４間の角度α２２は、４５度（略４５度としてもよい）に形成
されている。すなわち、係止片７０ｂが辺部６０ｃに係止している状態では、辺部７０ｂ
－１が鉛直方向となり、辺部７０ｂ－１と辺部７０ｂ－４間の角度は直角であるので、係
止片７０ｂにおいては、角度α２１＋角度α２２＋９０度＝１８０度となり、角度α２２
＝１８０度－α１４、角度α２１＝９０度－α２２＝α１４－９０度＝１３５度－９０度
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＝４５度となる。
【００６４】
　同様に、係止片７２ｂにおいて、辺部７２ｂ－１と辺部７２ｂ－２間の角度α３１と辺
部７２ｂ－２と辺部７２ｂ－４間の角度α３２は、４５度（略４５度としてもよい）に形
成されている。すなわち、係止片７２ｂが辺部６０ａに係止している状態では、辺部７２
ｂ－１が鉛直方向となり、辺部７２ｂ－１と辺部７２ｂ－４間の角度は直角であるので、
係止片７２ｂにおいては、角度α３１＋角度α３２＋９０度＝１８０度となり、角度α３
２＝１８０度－α４、角度α３１＝９０度－α３２＝α４－９０度＝１３５度－９０度＝
４５度となる。
【００６５】
　また、内側板部２６ｂの縁板部２４ｂとは反対側の辺部からは重合フラップ（底フラッ
プとしてもよい）４０ｂが形成されている。この重合フラップ４０ｂは、箱Ａの組立て状
態において、基板部１０と重なり合うものであり、細長の略長方形状を呈し、具体的には
、長方形状の先端側の両側の角部が斜めに面取りされた形状となっている。すなわち、重
合フラップ４０ｂは、内側板部２６ｂとの折れ線に沿った辺部４０ｂ－１と、辺部４０ｂ
－１の正面側の端部から連設され、辺部４０ｂ－１に対して直角の直線状を呈する辺部４
０ｂ－２と、辺部４０ｂ－２から連設され辺部４０ｂ－２に対して鈍角をなす直線状の辺
部４０ｂ－３と、辺部４０ｂ－３から連設され、辺部４０ｂ－３に対して鈍角をなし辺部
４０ｂ－１と平行な直線状の辺部４０ｂ－４と、辺部４０ｂ－４の背面側の端部から連設
されるとともに辺部４０ｂ－１の背面側の端部から連設され、辺部４０ｂ－４に対して鈍
角をなす直線状の辺部４０ｂ－５と、辺部４０ｂ－５の辺部４０ｂ－４側とは反対側の端
部から連設されるとともに辺部４０ｂ－１の背面側の端部から連設された直線状の辺部４
０ｂ－６とを有し、重合フラップ４０ｂは、辺部４０ｂ－３、４０ｂ－５により面取りさ
れている。このように、重合フラップ４０ｂの両側の端部が面取りされていることにより
、係止片７０ｂ、７２ｂの係止が解除して、係止片７０ｂ、７２ｂが回動する際に、重合
フラップ４０ｂが邪魔になることがない。
【００６６】
　なお、基板部１０のＸ２側の辺部から形成された各部（すなわち、外側板部２２ｂ、縁
板部２４ｂ、内側板部２６ｂ、重合フラップ４０ｂ）は、展開状態において、線対称に形
成され（すなわち、Ｙ１側を正面側とした場合には、Ｘ１－Ｘ２方向の中心線を介して前
後対称に形成されている）、基板部１０のＸ２側の辺部から形成された各部により右側面
側構成部（第１構成部）Ａ２が構成される。また、側壁部２０ｂは、右側面側の側壁を形
成するので、側壁部２０ｂは、右側面側構成部Ａ２から係止片７０ｂ、７２ｂを除いた構
成と延設フラップ３０ａ、３０ｃとから構成されているといえる。
【００６７】
　次に、基板部１０のＹ２側（背面側）の辺部からは折れ線を介して外側板部（第１外側
板部）２２ｃが連設され、また、この外側板部２２ｃの両側には、延設フラップ２８ｃ、
３０ｃが折れ線を介して連設され、また、外側板部２２ｃの基板部１０側とは反対側の辺
部からは縁板部２４ｃが折れ線を介して連設され、また、縁板部２４ｃの外側板部２２ｃ
側とは反対側の辺部からは内側板部（第１内側板部）２６ｃが折れ線を介して連設されて
いるが、これらの構成は、外側板部２２ａと、延設フラップ２８ａ、３０ａと、縁板部２
４ａと、内側板部２６ａと同じ構成であるので、詳しい説明を省略する。つまり、箱Ａの
展開状態において、基板部１０の背面側（Ｙ２側）に設けられた各部材の構成は、基板部
１０の正面側（Ｙ１側）に設けられた各部材の構成と線対称（Ｘ１－Ｘ２方向の中心線を
介して線対称）に形成されている。また、延設フラップ２８ｃは、外側板部２２ｄと分離
した構成であり（つまり、外側板部２２ｄとは連設されておらず、隣接箇所は切込みによ
り区画されている）、延設フラップ３０ｃは、外側板部２２ｂと分離した構成である（つ
まり、外側板部２２ｂとは連設されておらず、隣接箇所は切込みにより区画されている）
。
【００６８】
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　なお、内側板部２６ｃは、長方形状における先端の両側の角部（内側板部２６ｃと外側
板部２２ｃとが接着された状態では、基板部１０側の両側の角部）に切欠部Ｋ１ｃ、Ｋ２
ｃを形成した形状を呈し、縁板部２４ｃに沿った直線状の辺部２６ｃ－１と、内側板部２
６ｃの先端側の辺部で辺部２６ｃ－１に対して平行な直線状の辺部２６ｃ－２と、辺部２
６ｃ－２の左側面側の端部から辺部２６ｃ－２に対して傾斜した直線状の辺部（第１辺部
）５０ｃと、辺部５０ｃの辺部２６ｃ－２とは反対側の端部から連設され、辺部２６ｃ－
１と平行（略平行としてもよい）に形成された直線状の辺部（第２辺部）５２ｃと、辺部
５２ｃの辺部５０ｃとは反対側の端部から連設されるとともに辺部２６ｃ－１の左側面側
の端部から連設され、辺部５２ｃ及び辺部２６ｃ－１に対して直角を呈する直線状の辺部
２６ｃ－３と、辺部２６ｃ－２の右側面側の端部から辺部２６ｃ－２に対して傾斜した直
線状の辺部（第１辺部）６０ｃと、辺部６０ｃの辺部２６ｃ－２とは反対側の端部から連
設され、辺部２６ｃ－１と平行（略平行としてもよい）に形成された直線状の辺部（第２
辺部）６２ｃと、辺部６２ｃの辺部６０ｃとは反対側の端部から連設されるとともに辺部
２６ｃ－１の右側面側の端部から連設され、辺部６２ｃ及び辺部２６ｃ－１に対して直角
を呈する直線状の辺部２６ｃ－４とを有している。つまり、辺部５０ｃと辺部５２ｃによ
り切欠部Ｋ１ｃが形成され、辺部６０ｃと辺部６２ｃにより切欠部Ｋ２ｃが形成されてい
る。
【００６９】
　辺部５０ｃと辺部６０ｃは、辺部２６ｃ－２に対して１３５度（略１３５度としてもよ
い）をなしている。つまり、辺部２６ｃ－２と辺部５０ｃ間の角度α１１と辺部２６ｃ－
２と辺部６０ｃ間の角度α１４は、１３５度（略１３５度としてもよい）となっている。
【００７０】
　なお、切欠部Ｋ１ｃが形成されることにより、内側板部２６ｃには、辺部５０ｃの延長
線から下方（具体的には、斜め下方）に突出した突状部５６が形成され、切欠部Ｋ２ｃが
形成されることにより、内側板部２６ｃには、辺部６０ｃの延長線から下方（具体的には
、斜め下方）に突出した突状部６６が形成されている。つまり、突状部５６は、辺部２６
ｃ－３の一部と辺部５２ｃと辺部５０ｃの延長線により囲まれた領域で三角形状（具体的
には、直角三角形状（特に、直角二等辺三角形））を呈し、突状部６６は、辺部２６ｃ－
４の一部と辺部６２ｃと辺部６０ｃの延長線により囲まれた領域で三角形状（具体的には
、直角三角形状（特に、直角二等辺三角形））を呈している。
【００７１】
　つまり、内側板部２６ｃの基板部１０側の両側の角部には、それぞれ辺部５０ｃ、６０
ｃと、辺部５２ｃ、６２ｃが設けられ、辺部５０ｃは、内側板部２６ｃの横方向の一対の
端部において辺部５０ｃに近い側の端部である近位置端部（Ｘ１側の端部、辺部２６ｃ－
３側の端部）側に行くほど内側板部２６ｃの上辺との距離が短くなるように内側板部２６
ｃの上辺の方向に対して傾斜して形成され、辺部５２ｃは、辺部５０ｃの上端から内側板
部２６ｃにおける近位置端部側の側辺まで形成され、辺部５２ｃと内側板部２６ｃの側辺
（辺部２６ｃ－３）の一部により辺部５０ｃの延長線から突出した突状部５４が形成され
る。また、辺部６０ｃは、内側板部２６ｃの横方向の一対の端部において辺部６０ｃに近
い側の端部である近位置端部（Ｘ２側の端部、辺部２６ｃ－４側の端部）側に行くほど内
側板部２６ｃの上辺との距離が短くなるように内側板部２６ｃの上辺の方向に対して傾斜
して形成され、辺部６２ｃは、辺部６０ｃの上端から内側板部２６ｃにおける近位置端部
側の側辺まで形成され、辺部６２ｃと内側板部２６ｃの側辺（辺部２６ｃ－４）の一部に
より辺部６０ｃの延長線から突出した突状部５４が形成される。
【００７２】
　辺部５０ｃには、箱Ａの組立て状態において、係止片７０ｄが係止し、具体的には、係
止片７０ｄは、係止片７０ｄの辺部７０ｄ－２が辺部５０ｃに沿った状態で、辺部５０ｃ
に係止する。同様に、辺部６０ｃには、箱Ａの組立て状態において、係止片７０ｂが係止
し、具体的には、係止片７０ｂは、係止片７０ｂの辺部７０ｂ－２が辺部６０ｃに沿った
状態で、辺部６０ｃに係止する。
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【００７３】
　また、内側板部２６ｃは、縁板部２４ｃを介して内側に折り返した状態で、外側板部２
２ｃに接着されている。つまり、内側板部２６ｃは外側板部２２ｃに対して内側に折り返
した状態で接着されている。内側板部２６ｃと外側板部２２ｃの接着領域は、例えば、辺
部５０ｃの位置（又は辺部５０ｃの近傍位置）から辺部６０ｃの位置（又は辺部６０ｃの
近傍位置）までとし、例えば、接着領域を方形状とした場合には、接着領域Ｒ２は、図７
に示すように、接着領域Ｒ２の横方向の端部（具体的には、接着領域Ｒ２の角部）が辺部
５０ｃ、６０ｃに接するように形成するか、あるいは、接着領域Ｒ２の横方向の端部（具
体的には、接着領域Ｒ２の角部）が辺部５０ｃ、６０ｃの近くとなるように形成する。な
お、係止片７０ｄが切欠部Ｋ１ｃに係止し、係止片７０ｂが切欠部Ｋ２ｃに係止するので
、辺部５０ｃに沿った領域と辺部６０ｃに沿った領域には接着剤を塗布して接着するのが
好ましく、一方の端部領域（辺部５０ｃに沿った領域）から他方の領域（辺部６０ｃに沿
った領域）まで接着するのが好ましい。なお、内側板部２６ｃの全面を接着領域としても
よい。また、接着手段としては、接着剤以外の手段（例えば、両面接着テープ）でもよい
が、係止片７０ｄ、７０ｂが内側板部２６ｃの切欠部Ｋ１ｃ、Ｋ２ｃに係止した状態で、
係止片７０ｄ、７０ｂと内側板部２６ｃとの間に段差が生じるのを防ぐには、接着剤を用
いるのが好ましい。
【００７４】
　また、内側板部２６ｃの辺部５０ｃから内側斜め上方に向けて（つまり、右側面側に斜
め上方に向けて）直線状の罫線Ｑ１が形成されている。厳密には、辺部５０ｃの下端から
上端までの途中位置Ｑ１－１から辺部５０ｃに対して直角（略直角としてもよい）に内側
板部２６ｃの上辺である辺部２６ｃ－１にまで形成されている。罫線Ｑ１と辺部２６ｃ－
１との接点は、辺部２６ｃ－１の一方の端部から他方の端部までの途中位置Ｑ１－２であ
る。罫線Ｑ１と内側板部２６ｃの上辺である辺部２６ｃ－１との角度α１２は４５度（略
４５度としてもよい）となっている。つまり、罫線Ｑ１は、途中位置Ｑ１－１から途中位
置Ｑ１－２側に向けて、辺部６０ｃ（他方の第１辺部）側（Ｘ２側）に斜め上方の方向と
なるように形成されている。また、罫線Ｑ１における辺部５０ｃ側の部分には、罫線Ｑ１
に沿って直線状の切込みＱ１ａが複数（図４、図６の例では２つ）形成されている。切込
みＱ１ａは、内側板部２６ｃの一方の面から他方の面まで貫通した切込みである。切込み
Ｑ１ａが設けられることにより、罫線Ｑ１を介した湾曲（折曲げとしてもよい）が容易と
なるようになっている。なお、罫線Ｑ１は、辺部５０ｃの途中位置Ｑ１－１から内側板部
２６ｃの辺部２６ｃ－１の途中位置Ｑ１－２まで形成されているとしたが、罫線Ｑ１の端
部は辺部５０ｃや辺部２６ｃ－１と間隔が設けられていてもよく（辺部５０ｃと辺部２６
ｃ－１のいずれか一方のみと間隔が設けられる構成でもよい）、結果として、罫線Ｑ１は
、途中位置Ｑ１－１と途中位置Ｑ１－２の間の位置に途中位置Ｑ１－１と途中位置Ｑ１－
２を結ぶ方向に形成されていればよい。
【００７５】
　また、外側板部２２ｃには、罫線Ｑ２が形成されていて、罫線Ｑ２は、箱Ａの組立て状
態において、内側板部２６ｃと外側板部２２ｃ間の仮想中心面（内側板部２６ｃと外側板
部２２ｃと平行で内側板部２６ｃと外側板部２２ｃと等距離の仮想中心面）を介して罫線
Ｑ１と対称（面対称としてもよい）に形成されている。罫線Ｑ２は、外側板部２２ｃの上
辺の一方の端部から他方の端部までの途中位置Ｑ２－２から外側板部２２ｃの下辺の一方
の端部から他方の端部までの途中位置Ｑ２－１にまで形成されている。つまり、罫線Ｑ１
における上端位置（途中位置Ｑ１－２の位置）と罫線Ｑ２における上端位置（途中位置Ｑ
２－２の位置）とは、Ｘ１－Ｘ２方向において同じ位置に形成され、また、罫線Ｑ２の外
側板部２２ｃと縁板部２４ｃの折れ線に対する角度α１３は、α１２と同一に形成され、
４５度（略４５度としてもよい）に形成されている。つまり、正面側構成部Ａ１（後述）
の展開状態において、罫線Ｑ１と罫線Ｑ２とは線対称（つまり、縁板部２４ｃの外側板部
２２ｃ側の辺部及び縁板部２４ｃの内側板部２６ｃ側の辺部と平行な中心線で、縁板部２
４ｃの外側板部２２ｃ側の辺部及び縁板部２４ｃの内側板部２６ａ側の辺部と等距離にあ
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る中心線を中心に線対称）に形成されている（ただし、切欠部Ｋ１ｃが設けられている関
係で、途中位置Ｑ１－１と途中位置Ｑ１－２間の長さが途中位置Ｑ２－１と途中位置Ｑ２
－２間の長さよりも短く形成されている）。また、罫線Ｑ２の外側板部２２ｃの下辺との
接点は途中位置Ｑ２－１となるので、該接点と基板部１０の角部１０ｃ（背面及び左側面
側の角部）とは間隔が設けられている。なお、罫線Ｑ２は、途中位置Ｑ２－２から途中位
置Ｑ２－１まで形成されているとしたが、罫線Ｑ２の端部は外側板部２２ｃの上辺や下辺
と間隔が設けられていてもよく（外側板部２２ｃの上辺と下辺のいずれか一方のみと間隔
が設けられる構成でもよい）、結果として、罫線Ｑ２は、途中位置Ｑ２－２と途中位置Ｑ
２－１の間の位置に途中位置Ｑ２－２と途中位置Ｑ２－１を結ぶ方向に形成されていれば
よい。
【００７６】
　また、内側板部２６ｃの辺部６０ｃから内側斜め上方に向けて（つまり、左側面側に斜
め上方に向けて）直線状の罫線Ｑ３が形成されている。罫線Ｑ３は、罫線Ｑ１と線対称に
形成されている。厳密には、辺部６０ｃの下端から上端までの途中位置Ｑ３－１から辺部
６０ｃに対して直角（略直角としてもよい）に内側板部２６ｃの上辺である辺部２６ｃ－
１にまで形成されている。罫線Ｑ３と辺部２６ｃ－１との接点は、辺部２６ｃ－１の一方
の端部から他方の端部までの途中位置Ｑ３－２であり、途中位置Ｑ３－２は、途中位置Ｑ
２－２よりも右側面側にある。罫線Ｑ３と内側板部２６ｃの上辺である辺部２６ｃ－１と
の角度α１５は４５度（略４５度としてもよい）となっている。つまり、罫線Ｑ３は、途
中位置Ｑ３－１から途中位置Ｑ３－２側に向けて、辺部５０ｃ（一方の第１辺部）側（Ｘ
１側）に斜め上方の方向となるように形成されている。また、罫線Ｑ３における辺部６０
ｃ側の部分には、罫線Ｑ３に沿って直線状の切込みＱ３ａが複数（図４、図６の例では２
つ）形成されている。切込みＱ３ａは、内側板部２６ｃの一方の面から他方の面まで貫通
した切込みである。切込みＱ１ａが設けられることにより、罫線Ｑ３を介した湾曲（折曲
げとしてもよい）が容易となるようになっている。なお、罫線Ｑ３は、辺部６０ｃの途中
位置Ｑ３－１から内側板部２６ｃの辺部２６ｃ－１の途中位置Ｑ３－２まで形成されてい
るとしたが、罫線Ｑ３の端部は辺部６０ｃや辺部２６ｃ－１と間隔が設けられていてもよ
く（辺部６０ｃと辺部２６ｃ－１のいずれか一方のみと間隔が設けられる構成でもよい）
、結果として、罫線Ｑ３は、途中位置Ｑ３－１と途中位置Ｑ３－２の間の位置に途中位置
Ｑ３－１と途中位置Ｑ３－２を結ぶ方向に形成されていればよい。
【００７７】
　また、外側板部２２ｃには、罫線Ｑ４が形成されていて、罫線Ｑ４は、箱Ａの組立て状
態において、内側板部２６ｃと外側板部２２ｃ間の仮想中心面（内側板部２６ｃと外側板
部２２ｃと平行で内側板部２６ｃと外側板部２２ｃと等距離の仮想中心面）を介して罫線
Ｑ３と対称（面対称としてもよい）に形成されている。罫線Ｑ４は、外側板部２２ｃの上
辺の一方の端部から他方の端部までの途中位置Ｑ４－２から外側板部２２ｃの下辺の一方
の端部から他方の端部までの途中位置Ｑ４－１にまで形成されている。つまり、罫線Ｑ３
における上端位置（途中位置Ｑ３－２の位置）と罫線Ｑ４における上端位置（途中位置Ｑ
４－２の位置）とは、Ｘ１－Ｘ２方向において同じ位置に形成され、また、罫線Ｑ４の外
側板部２２ｃと縁板部２４ｃの折れ線に対する角度α１６は、α１５と同一に形成され、
４５度（略４５度としてもよい）に形成されている。つまり、背面側構成部Ａ３（後述）
の展開状態において、罫線Ｑ３と罫線Ｑ４とは線対称（つまり、縁板部２４ｃの外側板部
２２ｃ側の辺部及び縁板部２４ｃの内側板部２６ｃ側の辺部と平行な中心線で、縁板部２
４ｃの外側板部２２ｃ側の辺部及び縁板部２４ｃの内側板部２６ｃ側の辺部と等距離にあ
る中心線を中心に線対称）に形成されている（ただし、切欠部Ｋ２ｃが設けられている関
係で、途中位置Ｑ３－１と途中位置Ｑ３－２間の長さが途中位置Ｑ４－１と途中位置Ｑ４
－２間の長さよりも短く形成されている）。また、罫線Ｑ４の外側板部２２ｃの下辺との
接点は途中位置Ｑ４－１となるので、該接点と基板部１０の角部１０ｄ（背面及び右側面
側の角部）とは間隔が設けられている。なお、罫線Ｑ４は、途中位置Ｑ４－２から途中位
置Ｑ４－１まで形成されているとしたが、罫線Ｑ４の端部は外側板部２２ｃの上辺や下辺
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と間隔が設けられていてもよく（外側板部２２ｃの上辺と下辺のいずれか一方のみと間隔
が設けられる構成でもよい）、結果として、罫線Ｑ４は、途中位置Ｑ４－２と途中位置Ｑ
４－１の間の位置に途中位置Ｑ４－２と途中位置Ｑ４－１を結ぶ方向に形成されていれば
よい。
【００７８】
　なお、罫線Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４は、ブランクの内側の面（箱Ａの組立て状態におい
て内側となる面）から押圧した押罫により形成され、押罫を形成する際の圧力を小さくす
ることにより外側に罫線が視認できない（又はほとんど視認できない）ようにすることが
できる。
【００７９】
　なお、外側板部２２ｃと内側板部２６ｃとは接着されていて、罫線Ｑ１と罫線Ｑ２は上
記のように対称に形成され、罫線Ｑ３と罫線Ｑ４は上記のように対称に形成されているの
で、罫線Ｑ２は罫線Ｑ１に沿って形成され、罫線Ｑ４は罫線Ｑ３に沿って形成されている
といえる（罫線Ｑ２は罫線Ｑ１の形成位置に沿って形成され、罫線Ｑ４は罫線Ｑ３の形成
位置に沿って形成されているとしてもよい。）。なお、罫線Ｑ２は罫線Ｑ１に沿って形成
され、罫線Ｑ４は罫線Ｑ３に沿って形成されている点は、罫線Ｑ１～Ｑ４がブランクの内
側の面から押圧した押罫により形成した場合のみならず、罫線Ｑ１～Ｑ４がブランクの外
側の面から押圧した押罫により形成した場合にも当てはまる。つまり、罫線をブランクの
外側の面から押圧した押罫により形成した場合には、押罫側の罫線同士の間は、ブランク
の厚みを介して間隔が設けられるが、この場合も、互いの罫線が平行に形成されるので、
罫線Ｑ２は罫線Ｑ１に沿って形成され、罫線Ｑ４は罫線Ｑ３に沿って形成されているとい
える。なお、罫線Ｑ１～Ｑ４をブランクの内側の面から押圧した押罫とした場合には、押
罫側の罫線同士が互いに対向するので、罫線Ｑ２は罫線Ｑ１に沿って形成され、罫線Ｑ４
は罫線Ｑ３に沿って形成されているといえる。
【００８０】
　外側板部２２ｃにおいて、罫線Ｑ２よりも延設フラップ２８ｃ側（左側面側）の領域が
端部領域２２ｃＡとなり、罫線Ｑ４よりも延設フラップ３０ｃ側（右側面側）の領域が端
部領域２２ｃＢとなり、また、内側板部２６ｃにおいて、罫線Ｑ１よりも左側面側（内側
板部２６ｃは外側板部２２ｃに対して内側に折り返した状態で接着されるので、延設フラ
ップ２８ｃ側ともいえる）の領域が端部領域２６ｃＡとなり、罫線Ｑ３よりも右側面側（
内側板部２６ｃは外側板部２２ｃに対して内側に折り返した状態で接着されるので、延設
フラップ３０ｃ側ともいえる）の領域が端部領域２６ｃＢとなる。
【００８１】
　なお、基板部１０のＹ２側の辺部から形成された各部（すなわち、外側板部２２ｃ、縁
板部２４ｃ、内側板部２６ｃ、延設フラップ２８ｃ、３０ｃは、展開状態において、線対
称に形成され（すなわち、Ｙ１側を正面側とした場合には、Ｙ１－Ｙ２方向の中心線を介
して左右対称に形成されている）、基板部１０のＹ２側の辺部から形成された各部により
背面側構成部（第２構成部）Ａ３が構成される。また、側壁部２０ｃは、背面側の側壁を
形成するので、側壁部２０ｃは、背面側構成部Ａ３から延設フラップ２８ｃ、３０ｃを除
いた構成と係止片７０ｂ、７０ｄにより構成されるといえる。
【００８２】
　なお、この縁板部２４ｃは、内側板部２６ｃを縁板部２４ｃを介して外側板部２２ｃに
対して折り返した状態とする際に、ブランクの厚みを考慮して設けられたものであるが、
内側板部２６ｃを外側板部２２ｃに対して折り返す構成であるので、ブランクの厚みが薄
場合には、縁板部２４ｃの構成を省略して、外側板部２２ｃから内側板部２６ｃが連設さ
れた構成としてもよい。その場合には、背面側構成部Ａ３の展開状態において、罫線Ｑ１
と罫線Ｑ２とは外側板部２２ｃと内側板部２６ｃ間の折れ線を中心に線対称に形成され、
罫線Ｑ３と罫線Ｑ４とは外側板部２２ｃと内側板部２６ｃ間の折れ線を中心に線対称に形
成される。
【００８３】
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　なお、箱Ａの組立て状態においては、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３（具体的には、該罫
線の下端）は、係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂの傾斜した辺部７２ｄ－２、７２
ｂ－２、７０ｄ－２、７０ｂ－２に接するようになっている。つまり、罫線Ｐ１（具体的
には、罫線Ｐ１の下端（つまり、該下端は途中位置Ｐ１－１と一致する））は、係止片７
２ｄの辺部７２ｄ－２に接し、罫線Ｐ３（具体的には、罫線Ｐ３の下端（つまり、該下端
は途中位置Ｐ３－１と一致する））は、係止片７２ｂの辺部７２ｂ－２に接し、罫線Ｑ１
（具体的には、罫線Ｑ１の下端（つまり、該下端は、途中位置Ｑ１－１と一致する））は
、係止片７０ｄの辺部７０ｄ－２に接し、罫線Ｑ３（具体的には、罫線Ｑ３の下端（つま
り、該下端は途中位置Ｑ３－１と一致する））は、係止片７０ｂの辺部７０ｂ－２に接し
ている。つまり、途中位置Ｐ１－１は辺部７２ｄ－２に接し、途中位置Ｐ３－１は辺部７
２ｂ－２に接し、途中位置Ｑ１－１は辺部７０ｄ－２に接し、途中位置Ｑ３－１は辺部７
２ｄ－２に接している。特に、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３の下端は、係止片７２ｄ、７
２ｂ、７０ｄ、７０ｂの傾斜した辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７０ｂ－２
の上端と下端間の中点（上端と下端から等距離の点）よりも下端側に接している（つまり
、辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７０ｂ－２の下側領域に接している）。
【００８４】
　例えば、罫線Ｑ１の場合を例にとると、図３に示すように、罫線Ｑ１の下端である途中
位置Ｑ１－１は、係止片７０ｄの辺部７０ｄ－２に接し、特に、辺部７０ｄ－２の上端と
下端間の中点（上端と下端から等距離の点）ＣＰよりも下端側に接している。
【００８５】
　このように、罫線が係止片の傾斜した辺部に接しているので、内側板部を罫線を介して
折り曲げた際に、罫線の下端（つまり、途中位置Ｐ１－１、Ｐ３－１、Ｑ１－１、Ｑ３－
１）は外側に移動するので、辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃの係止片７２ｄ、７２
ｂ、７０ｄ、７０ｂとの係止を解除しやすくなり、特に、罫線が辺部の下側領域に接して
いるので、該辺部の下側領域を解除しやすい。例えば、内側板部２６ｃを罫線Ｑ１を介し
て折り曲げた際には、罫線Ｑ１の下端は外側に移動するので、係止片７０ｄの辺部５０ｃ
への係止を解除しやすく、特に、罫線Ｑ１が辺部７０ｄ－２の下側領域に接しているので
、該辺部７０ｄ－２の下側領域を解除しやすい。
【００８６】
　なお、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３の下端が辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃまで
形成されていない場合（罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３の下端と辺部５０ａ、６０ａ、５０
ｃ、６０ｃ間に間隔がある場合）には、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３の下方への延長線（
具体的には、該延長線の下端で辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃと接する下端）が、
係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂの傾斜した辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、７０ｄ
－２、７０ｂ－２と接するようにし、特に、該延長線が、辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、
７０ｄ－２、７０ｂ－２の下側領域（辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７０ｂ
－２の上端と下端間の中点（上端と下端から等距離の点）よりも下端側の領域）に接する
ようにすればよい。よって、内側板部を罫線を介して折り曲げた際に、罫線の延長線の下
端は外側に移動するので、係止片との係止を解除しやすくなり、特に、罫線の延長線が辺
部の下側領域に接しているので、該辺部の下側領域を解除しやすい。
【００８７】
　なお、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３の下端（又は該罫線の延長線の下端）となる途中位
置が、係止片の傾斜辺部に接しない場合（例えば、途中位置Ｐ１－１、Ｐ３－１、Ｑ１－
１、Ｑ３－１が辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃにおける図４～図６に示す位置より
もより下側にあり、係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂの長さ（横方向の長さ）が短
い（これにより、傾斜辺部である辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７０ｂ－２
の長さが短くなる）場合には、該罫線の延長線の下端となる途中位置が、係止片の傾斜辺
部に接しない場合がある）でも、内側板部を罫線を介して折り曲げた際に、罫線の下端（
つまり、途中位置Ｐ１－１、Ｐ３－１、Ｑ１－１、Ｑ３－１）は外側に移動し、これに伴
い、辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃにおいて、係止片の傾斜辺部が係止している部
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分も外側に移動するので、辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃの係止片７２ｄ、７２ｂ
、７０ｄ、７０ｂとの係止を解除できる。ただし、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３の下端（
又は該罫線の延長線の下端）となる途中位置が、係止片の傾斜辺部に接する場合の方が、
辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃの傾斜辺部に係止している部分が大きく外側に移動
するので、その分係止を解除しやすくなる。
【００８８】
　次に、基板部１０のＸ１側（左側面側）の辺部からは折れ線を介して外側板部（第２外
側板部）２２ｄが連設され、また、外側板部２２ｄの基板部１０側とは反対側の辺部から
は縁板部２４ｄが折れ線を介して連設され、また、縁板部２４ｄの外側板部２２ｄ側とは
反対側の辺部からは内側板部（第２内側板部）２６ｄが折れ線を介して連設され、さらに
は、内側板部２６ｄの縁板部２４ｄとは反対側の辺部からは重合フラップ（底フラップと
してもよい）４０ｄが形成されているが、これらの構成は、外側板部２２ｂと、縁板部２
４ｂと、内側板部２６ｂと、重合フラップ４０ｂと同じ構成であるので、詳しい説明を省
略する。つまり、箱Ａの展開状態において、基板部１０の左側面側に設けられた各部材の
構成は、基板部１０の右側面側に設けられた各部材の構成と線対称である以外は同じであ
る。また、箱Ａの展開状態において、基板部１０の左側面側に設けられた各部材の構成は
、基板部１０の右側面側に設けられた各部材の構成とＹ１－Ｙ２方向の中心線を介して対
称に構成されているといえる。
【００８９】
　なお、内側板部２６ｄの背面側の辺部からは折れ線を介して係止片７０ｄが連設されて
いる。この係止片７０ｄは、内側板部２６ｄとの折れ線に沿った辺部７０ｄ－１と、辺部
７０ｄ－１の上端（外側板部２２ｄの側辺の上端から下端までの途中位置）から連設され
、辺部７０ｄ－１に対して４５度（略４５度としてもよい）に形成された直線状の辺部（
傾斜辺部）７０ｄ－２と、辺部７０ｄ－２の端部から円弧状（略円弧状としてもよい）に
形成された辺部（先端辺部）７０ｄ－３と、辺部７０ｄ－３の端部から辺部７０ｄ－１（
内側板部２６ｄの側辺としてもよい）に対して直角に直線状に形成された辺部（下側辺部
）７０ｄ－４とを有し、辺部７０ｄ－２は、上端から下端にいくほど辺部７０ｄ－１との
距離が長くなる（つまり、内側板部２６ｄとの距離が長くなる）ように形成されている。
また、辺部７０ｄ－３により係止片７０ｄの先端は略円弧状に形成されている。箱Ａの組
立て状態では、係止片７０ｄが内側板部２６ｄの切欠部Ｋ１ｃに係止し、係止片７０ｄが
切欠部Ｋ１ｃに係止した状態では、辺部７０ｄ－２は、突状部５６に重なった部分を除き
、辺部５０ｃに沿って辺部５０ｃと接している。
【００９０】
　また、内側板部２６ｄの正面側の辺部からは折れ線を介して係止片７２ｄが連設されて
いる。係止片７２ｄは、箱Ａの展開状態において、係止片７０ｄと前後対称に形成され、
係止片７２ｄは、内側板部２６ｄとの折れ線に沿った辺部７２ｄ－１と、辺部７２ｄ－１
の上端（外側板部２２ｄの側辺の上端から下端までの途中位置）から連設され、辺部７２
ｄ－１に対して４５度（略４５度としてもよい）に形成された直線状の辺部（傾斜辺部）
７２ｄ－２と、辺部７２ｄ－２の端部から円弧状（略円弧状としてもよい）に形成された
辺部（先端辺部）７２ｄ－３と、辺部７２ｄ－３の端部から辺部７２ｄ－１（内側板部２
６ｄの側辺としてもよい）に対して直角に直線状に形成された辺部（下側辺部）７２ｄ－
４とを有し、辺部７２ｄ－２は、上端から下端にいくほど辺部７２ｄ－１との距離が長く
なる（つまり、内側板部２６ｄとの距離が長くなる）ように形成されている。また、辺部
７２ｄ－３により係止片７２ｄの先端は略円弧状に形成されている。箱Ａの組立て状態で
は、係止片７２ｄが内側板部２６ａの切欠部Ｋ１ａに係止し、係止片７２ｄが切欠部Ｋ１
ａに係止した状態では、辺部７２ｄ－２は、突状部５４に重なった部分を除き、辺部５０
ａに沿って辺部５０ａと接している。
【００９１】
　なお、係止片７０ｄにおいて、辺部７０ｄ－１と辺部７０ｄ－２間の角度α４１と辺部
７０ｄ－２と辺部７０ｄ－４間の角度α４２は、４５度（略４５度としてもよい）に形成
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されている。すなわち、係止片７０ｄが辺部５０ｃに係止している状態では、辺部７０ｄ
－１が鉛直方向となり、辺部７０ｄ－１と辺部７０ｄ－４間の角度は直角であるので、係
止片７０ｄにおいては、角度α４１＋角度α４２＋９０度＝１８０度となり、角度α４２
＝１８０度－α１１、角度α４１＝９０度－α４２＝α１１－９０度＝１３５度－９０度
＝４５度となる。
【００９２】
　同様に、係止片７２ｄにおいて、辺部７２ｄ－１と辺部７２ｄ－２間の角度α５１と辺
部７２ｄ－２と辺部７２ｄ－４間の角度α５２は、４５度（略４５度としてもよい）に形
成されている。すなわち、係止片７２ｄが辺部５０ａに係止している状態では、辺部７２
ｄ－１が鉛直方向となり、辺部７２ｄ－１と辺部７２ｄ－４間の角度は直角であるので、
係止片７２ｄにおいては、角度α５１＋角度α５２＋９０度＝１８０度となり、角度α５
２＝１８０度－α１、角度α５１＝９０度－α５２＝α１－９０度＝１３５度－９０度＝
４５度となる。
【００９３】
　また、重合フラップ４０ｄは、箱Ａの組立て状態において、基板部１０と重なり合うも
のであり、細長の略長方形状を呈し、具体的には、長方形状の先端側の両側の角部が斜め
に面取りされた形状となっている。すなわち、重合フラップ４０ｄは、内側板部２６ｄと
の折れ線に沿った辺部４０ｄ－１と、辺部４０ｄ－１の正面側の端部から連設され、辺部
４０ｄ－１に対して直角の直線状を呈する辺部４０ｄ－２と、辺部４０ｄ－２から連設さ
れ辺部４０ｄ－２に対して鈍角をなす直線状の辺部４０ｄ－３と、辺部４０ｄ－３から連
設され、辺部４０ｄ－３に対して鈍角をなし辺部４０ｄ－１と平行な直線状の辺部４０ｄ
－４と、辺部４０ｄ－４の背面側の端部から連設されるとともに辺部４０ｄ－１の背面側
の端部から連設され、辺部４０ｄ－４に対して鈍角をなす直線状の辺部４０ｄ－５と、辺
部４０ｄ－５の辺部４０ｄ－４側とは反対側の端部から連設されるとともに辺部４０ｄ－
１の背面側の端部から連設された直線状の辺部４０ｄ－６とを有し、重合フラップ４０ｄ
は、辺部４０ｄ－３、４０ｄ－５により面取りされている。このように、重合フラップ４
０ｄの両側の端部が面取りされていることにより、係止片７０ｄ、７２ｄの係止が解除し
て、係止片７０ｄ、７２ｄが回動する際に、重合フラップ４０ｄが邪魔になることがない
。
【００９４】
　なお、縁板部２４ｄは箱Ａの組立て状態において、外側板部２２ｄと内側板部２６ｄの
間に延設フラップ２８ａ、２８ｃを収納するための隙間を形成するために設けられたもの
であるが、縁板部２４ｄを省略して外側板部２２ｄから折れ線を介して内側板部２６ｄが
連設された構成としてもよい。なお、その場合には、縁板部２４ｄが外側板部２２ｄと内
側板部２６ｄの間に設けられるので、外側板部２２ｄと内側板部２６ｄの上端側の領域は
若干湾曲することになる。
【００９５】
　なお、基板部１０のＸ１側の辺部から形成された各部（すなわち、外側板部２２ｄ、縁
板部２４ｄ、内側板部２６ｄ、重合フラップ４０ｄ）は、展開状態において、線対称に形
成され（すなわち、Ｙ１側を正面側とした場合には、Ｘ１－Ｘ２方向の中心線を介して前
後対称に形成されている）、基板部１０のＸ１側の辺部から形成された各部により左側面
側構成部（第１構成部）Ａ４が構成される。また、側壁部２０ｄは、左側面側の側壁を形
成するので、左側面側構成部Ａ４から係止片７０ｄ、７２ｄを除いた構成と延設フラップ
２８ａ、２８ｃとから構成されているといえる。
【００９６】
　上記構成の箱Ａの組立て方法について説明すると、箱Ａを組み立てる前の状態は、図７
に示すように、内側板部２６ａが外側板部２２ａに対して折り返した状態で、内側板部２
６ａが外側板部２２ａに接着され、内側板部２６ｃが外側板部２２ｃに対して折り返した
状態で、内側板部２６ｃが外側板部２２ｃに接着されている。
【００９７】
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　そして、外側板部２２ａを基板部１０に対して起立させ、また、延設フラップ２８ａ、
３０ａを基板部１０側に折り曲げておく。また、同様に、外側板部２２ｃを基板部１０に
対して起立させ、また、延設フラップ２８ｃ、３０ｃを基板部１０側に折り曲げておく。
【００９８】
　そして、外側板部２２ｂを基板部１０に対して折り曲げ、さらに、縁板部２４ｂを外側
板部２２ｂに対して折り曲げるとともに、内側板部２６ｂを縁板部２４ｂに対して折り曲
げることにより、縁板部２４ｂと内側板部２６ｂを延設フラップ３０ａ、３０ｃに被せて
、延設フラップ３０ａ、３０ｃが外側板部２２ｂと内側板部２６ｂ間に挟まれた状態とす
る。
【００９９】
　その後、重合フラップ４０ｂを基板部１０に接するようにし、内側板部２６ｂの下端を
外側板部２２ｂ側に押し込む（つまり、右側面側の奥に押し込む）ことにより、係止片７
２ｂが切欠部Ｋ２ａに係止し、係止部７０ｂが切欠部Ｋ２ｃに係止する。つまり、内側板
部２６ｂに対して折り曲げられた係止片７２ｂは折曲げ状態から復帰しようとするが、係
止片７２ｂの辺部７２ｂ－２が辺部６０ａに沿った状態になると、係止片７２ｂが切欠部
Ｋ２ａに係止し、内側板部２６ｂに対して折り曲げられた係止片７０ｂは折曲げ状態から
復帰しようとするが、係止片７０ｂの辺部７０ｂ－２が辺部６０ｃに沿った状態になると
、係止片７０ｂが切欠部Ｋ２ｃに係止する。これにより、係止片７２ｂの辺部７２ｂ－２
が辺部６０ａに沿って辺部６０ａに接した状態となり（つまり、辺部７２ｂ－２は突状部
６４に重なった部分以外は、辺部６０ａに沿って辺部６０ａに接した状態となる）、係止
部７０ｂの辺部７０ｂ－２が辺部６０ｃに沿って辺部６０ｃに接した状態となる（つまり
、辺部７０ｂ－２は突状部６６に重なった部分以外は、辺部６０ｃに沿って辺部６０ｃに
接した状態となる）。辺部７２ｂ－２において、辺部６０ａに沿って辺部６０ａに接した
部分は、辺部６０ａと重なり合う部分（重なり合い部分）と、辺部７２ｂ－２の上側から
下側に向けて徐々に辺部６０ａに重なり合う部分（重なり移行部分）とを有し、辺部７２
ｂ－２の突状部６４に重なった部分と該重なり合い部分の間に該重なり移行部分が存在し
、重なり移行部分では、辺部６０ａと重なり合う厚み方向の長さが上側から下側に向けて
徐々に大きくなっている。同様に、辺部７０ｂ－２において、辺部６０ｃに沿って辺部６
０ｃに接した部分は、辺部６０ｃと重なり合う部分（重なり合い部分）と、辺部７０ｂ－
２の上側から下側に向けて徐々に辺部６０ｃに重なり合う部分（重なり移行部分）とを有
し、辺部７０ｂ－２の突状部６６に重なった部分と該重なり合い部分の間に該重なり移行
部分が存在し、重なり移行部分では、辺部６０ｃと重なり合う厚み方向の長さが上側から
下側に向けて徐々に大きくなっている。なお、辺部７２ｂ－２における該重なり合い部分
の長さは、辺部７２ｂ－２の長さの半分以上であり、辺部７０ｂ－２における該重なり合
い部分の長さは、辺部７０ｂ－２の長さの半分以上となっている。辺部７２ｂ－２におけ
る該重なり合い部分では、辺部７２ｂ－２と辺部６０ａとが突き合わせた状態となってい
て、係止片７２ｂと内側板部２６ａとの間には段差は形成されず（たとえ段差があっても
極めて小さい）、辺部７０ｂ－２における該重なり合い部分では、辺部７０ｂ－２と辺部
６０ｃとが突き合わせた状態となっていて、係止片７０ｂと内側板部２６ｃとの間には段
差は形成されない（たとえ段差があっても極めて小さい）。よって、係止片７２ｂ、７０
ｂが内側に突出して邪魔になることがない。該重なり合い部分と該重なり移行部分により
（特に、該重なり合い部分により）、係止片７２ｂが辺部６０ａに係止し、係止片７０ｂ
が辺部６０ｃに係止する。
【０１００】
　また、係止片７２ｂの上端領域は、突状部６４に重なった状態（突状部６４の外側の面
（外側板部２２ａ側とは反対側の面）（突状部６４が設けられた内側板部２６ａに接着さ
れた外側板部２２ａ側の面とは反対側の面である外側の面に対して重なった状態）となり
、係止部７０ｂの上端領域は、突状部６６に重なった状態（突状部６６の外側の面（外側
板部２２ｃ側とは反対側の面）に対して重なった状態）（突状部６６が設けられた内側板
部２６ｃに接着された外側板部２２ｃ側の面とは反対側の面である外側の面に対して重な
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った状態）となる。図８は、右側面側構成部Ａ２を組み立てた段階の状態を示している。
【０１０１】
　また、同様に、外側板部２２ｄを基板部１０に対して折り曲げ、さらに、縁板部２４ｄ
を外側板部２２ｄに対して折り曲げるとともに、内側板部２６ｄを縁板部２４ｄに対して
折り曲げることにより、縁板部２４ｄと内側板部２６ｄを延設フラップ２８ａ、２８ｃに
被せて、延設フラップ２８ａ、２８ｃが外側板部２２ｄと内側板部２６ｄ間に挟まれた状
態とする。
【０１０２】
　その後、重合フラップ４０ｄを基板部１０に接するようにし、内側板部２６ｄの下端を
外側板部２２ｄ側に押し込む（つまり、左側面側の奥に押し込む）ことにより、係止片７
２ｄが切欠部Ｋ１ａに係止し、係止部７０ｄが切欠部Ｋ１ｃに係止する。つまり、内側板
部２６ｄに対して折り曲げられた係止片７２ｄは折曲げ状態から復帰しようとするが、係
止片７２ｄの辺部７２ｄ－２が辺部５０ａに沿った状態になると、係止片７２ｄが切欠部
Ｋ１ａに係止し、内側板部２６ｄに対して折り曲げられた係止片７０ｄは折曲げ状態から
復帰しようとするが、係止片７０ｄの辺部７０ｄ－２が辺部５０ｃに沿った状態になると
、係止片７０ｄが切欠部Ｋ１ｃに係止する。これにより、係止片７２ｄの辺部７２ｄ－２
が辺部５０ａに沿って辺部５０ａに接した状態となり（つまり、辺部７２ｄ－２は突状部
５４に重なった部分以外は、辺部５０ａに沿って辺部５０ａに接した状態となる）、係止
部７０ｄの辺部７０ｄ－２が辺部５０ｃに沿って辺部５０ｃに接した状態となる（つまり
、辺部７０ｄ－２は突状部５６に重なった部分以外は、辺部５０ｃに沿って辺部５０ｃに
接した状態となる）。辺部７２ｄ－２において、辺部５０ａに沿って辺部５０ａに接した
部分は、辺部５０ａと重なり合う部分（重なり合い部分）と、辺部７２ｄ－２の上側から
下側に向けて徐々に辺部５０ａに重なり合う部分（重なり移行部分）とを有し、辺部７２
ｄ－２の突状部５４に重なった部分と該重なり合い部分の間に該重なり移行部分が存在し
、重なり移行部分では、辺部５０ａと重なり合う厚み方向の長さが上側から下側に向けて
徐々に大きくなっている。同様に、辺部７０ｄ－２において、辺部５０ｃに沿って辺部５
０ｃに接した部分は、辺部５０ｃと重なり合う部分（重なり合い部分）と、辺部７０ｄ－
２の上側から下側に向けて徐々に辺部５０ｃに重なり合う部分（重なり移行部分）とを有
し、辺部７０ｄ－２の突状部５６に重なった部分と該重なり合い部分の間に該重なり移行
部分が存在し、重なり移行部分では、辺部５０ｃと重なり合う厚み方向の長さが上側から
下側に向けて徐々に大きくなっている。なお、辺部７２ｄ－２における該重なり合い部分
の長さは、辺部７２ｄ－２の長さの半分以上であり、辺部７０ｄ－２における該重なり合
い部分の長さは、辺部７０ｄ－２の長さの半分以上となっている。なお、図２の例では、
Ｗ１の範囲が、辺部７０ｄ－２の突状部５６に重なった部分を示し、Ｗ２の範囲が、該重
なり移行部分を示し、Ｗ３の範囲が、該重なり合い部分を示す。辺部７２ｄ－２における
該重なり合い部分では、辺部７２ｄ－２と辺部５０ａとが突き合わせた状態となっていて
、係止片７２ｄと内側板部２６ａとの間には段差は形成されず（たとえ段差があっても極
めて小さい）、辺部７０ｄ－２における該重なり合い部分では、辺部７０ｄ－２と辺部５
０ｃとが突き合わせた状態となっていて、係止片７０ｄと内側板部２６ｃとの間には段差
は形成されない（たとえ段差があっても極めて小さい）。よって、係止片７２ｄ、７０ｄ
が内側に突出して邪魔になることがない。該重なり合い部分と該重なり移行部分により（
特に、該重なり合い部分により）、係止片７２ｄが辺部５０ａに係止し、係止片７０ｄが
辺部５０ｃに係止する。なお、図２、図３は、係止片７０ｄの係止状態を示すものである
が、係止片７２ｂの係止状態も同様であり、係止片７０ｂ、７２ｄの係止状態も図２、図
３と左右対称になる以外は同様である。
【０１０３】
　また、係止片７２ｄの上端領域は、突状部５４に重なった状態（突状部５４の外側の面
（外側板部２２ａ側とは反対側の面）に対して重なった状態）（突状部５４が設けられた
内側板部２６ａに接着された外側板部２２ａ側の面とは反対側の面である外側の面に対し
て重なった状態）となり、係止部７０ｄの上端領域は、突状部５６に重なった状態（突状
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部５６の外側の面（外側板部２２ｃ側とは反対側の面）に対して重なった状態）（突状部
５６が設けられた内側板部２６ｃに接着された外側板部２２ｃ側の面とは反対側の面であ
る外側の面に対して重なった状態）となる。以上のようにして、箱Ａが組み立てられる。
【０１０４】
　箱Ａの組立て状態では、重合フラップ４０ｂ、４０ｄの下面、基板部１０の上面に接し
た状態となっている。
【０１０５】
　次に、箱Ａを解体する場合について説明する。箱Ａを解体するには、側壁部２０ａと側
壁部２０ｃの端部付近（罫線が形成される領域）を両手でつかんで外側に押し広げること
により解体を行なう。
【０１０６】
　すなわち、側壁部２０ｄ側を解体する場合について説明すると、図９に示すように、側
壁部２０ａの側壁部２０ｄ側の端部領域（具体的には、罫線Ｐ１の箇所）を左手でつかみ
、側壁部２０ｃの側壁部２０ｄ側の端部領域（具体的には、罫線Ｑ１の箇所）を右手でつ
かむ。つまり、左手の親指を内側板部２６ａの罫線Ｐ１の箇所に当てた状態で側壁部２０
ａをつかみ、右手の親指を内側板部２６ｃの罫線Ｑ１の箇所に当てた状態で側壁部２０ｃ
をつかむ。
【０１０７】
　その後、側壁部２０ａと側壁部２０ｃを外側に倒すように押し広げる。すると、側壁部
２０ａが罫線Ｐ１、Ｐ２を介して湾曲（折曲でもよい）しながら外側に倒れ（つまり、内
側板部２６ａが罫線Ｐ１を介して湾曲し、外側板部２２ａが罫線Ｐ２を介して湾曲する）
、側壁部２０ｃが罫線Ｑ１、Ｑ２を介して湾曲（折曲でもよい）しながら外側に倒れる（
内側板部２６ｃが罫線Ｑ１を介して折曲し、外側板部２２ｃが罫線Ｑ２を介して折曲する
）。
【０１０８】
　すると、内側板部２６ａが罫線Ｐ１を介して湾曲（折曲でもよい）することにより、端
部領域２６ａＡが罫線Ｐ１を介して回動し、端部領域２６ａＡが回動することにより突状
部５４が内側に突出して係止片７２ｄを内側から押すことになる。また、内側板部２６ａ
が罫線Ｐ１を介して湾曲（折曲でもよい）することにより、辺部５０ａも途中位置Ｐ１－
１を介して外側に湾曲（折曲でもよい）して途中位置Ｐ１－１は外側（正面側）に移動す
る。このように、突状部５４が係止片７２ｄを押すとともに、辺部５０ａも外側に折れ曲
がるので、係止片７２ｄの辺部５０ａへの係止が解除される。なお、係止片７２ｄの先端
が円弧状（略円弧状としてもよい）に形成されているので、辺部５０ａとの係止の解除が
容易である。すなわち、係止片７２ｄの先端が、辺部７２ｄ－２の延長線と辺部７２ｄ－
４の延長線により尖って形成されている場合には、上記のような解除の操作をしても、該
先端が辺部５０ａに係止したままとなるおそれがあるが、本実施例の場合には、そのよう
なおそれがない。係止片７０ｄの辺部５０ｃへの係止と係止片７２ｄの辺部５０ａへの係
止が解除した状態は、図１０に示すようになり、特に、係止片７２ｄの辺部５０ａへの係
止が解除した状態は、図１１に示すようになる。
【０１０９】
　同様に、内側板部２６ｃが罫線Ｑ１を介して湾曲（折曲でもよい）することにより、端
部領域２６ｃＡが罫線Ｑ１を介して回動し、端部領域２６ｃＡが回動することにより突状
部５６が内側に突出して係止片７０ｄを内側から押すことになる。また、内側板部２６ｃ
が罫線Ｑ１を介して湾曲（折曲でもよい）することにより、辺部５０ｃも途中位置Ｑ１－
１を介して外側に湾曲（折曲でもよい）して途中位置Ｑ１－１は外側（背面側）に移動す
る。このように、突状部５６が係止片７０ｄを押すとともに、辺部５０ｃも外側に折れ曲
がるので、係止片７０ｄの辺部５０ｃへの係止が解除される。なお、係止片７０ｄの先端
が円弧状（略円弧状としてもよい）に形成されているので、辺部５０ｃとの係止の解除が
容易である。すなわち、係止片７０ｄの先端が、辺部７０ｄ－２の延長線と辺部７０ｄ－
４の延長線により尖って形成されている場合には、上記のような解除の操作をしても、該
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先端が辺部５０ｃに係止したままとなるおそれがあるが、本実施例の場合には、そのよう
なおそれがない。
【０１１０】
　また、側壁部２０ｂ側の解体についても、側壁部２０ｄ側の場合と同様である。すなわ
ち、側壁部２０ｃの側壁部２０ｂ側の端部領域（具体的には、罫線Ｑ３の箇所）を左手で
つかみ、側壁部２０ａの側壁部２０ｂ側の端部領域（具体的には、罫線Ｐ３の箇所）を右
手でつかむ。つまり、左手の親指を内側板部２６ｃの罫線Ｑ３の箇所に当てた状態で側壁
部２０ｃをつかみ、右手の親指を内側板部２６ａの罫線Ｐ３の箇所に当てた状態で側壁部
２０ａをつかむ。
【０１１１】
　その後、側壁部２０ｃと側壁部２０ａを外側に倒すように押し広げる。すると、側壁部
２０ｃが罫線Ｑ３、Ｑ４を介して湾曲（折曲でもよい）しながら外側に倒れ（つまり、内
側板部２６ｃが罫線Ｑ３を介して湾曲し、外側板部２２ｃが罫線Ｑ４を介して湾曲する）
、側壁部２０ａが罫線Ｐ３、Ｐ４を介して湾曲（折曲でもよい）しながら外側に倒れる（
内側板部２６ａが罫線Ｐ３を介して湾曲し、外側板部２２ａが罫線Ｐ４を介して湾曲する
）。
【０１１２】
　すると、内側板部２６ｃが罫線Ｑ３を介して湾曲することにより、端部領域２６ｃＢが
罫線Ｑ３を介して回動し、端部領域２６ｃＢが回動することにより突状部６６が内側に突
出して係止片７０ｂを内側から押すことになる。また、内側板部２６ｃが罫線Ｑ３を介し
て湾曲することにより、辺部６０ｃも途中位置Ｑ３－１を介して外側に湾曲（折曲でもよ
い）して途中位置Ｑ３－１は外側（背面側）に移動する。このように、突状部６６が係止
片７０ｂを押すとともに、辺部６０ｃも外側に折れ曲がるので、係止片７０ｂの辺部６０
ｃへの係止が解除される。なお、係止片７０ｂの先端が円弧状（略円弧状としてもよい）
に形成されているので、辺部６０ｃとの係止の解除が容易である。すなわち、係止片７０
ｂの先端が、辺部７０ｂ－２の延長線と辺部７０ｂ－４の延長線により尖って形成されて
いる場合には、上記のような解除の操作をしても、該先端が辺部６０ｃに係止したままと
なるおそれがあるが、本実施例の場合には、そのようなおそれがない。
【０１１３】
　同様に、内側板部２６ａが罫線Ｐ３を介して湾曲することにより、端部領域２６ａＢが
罫線Ｐ３を介して回動し、端部領域２６ａＢが回動することにより突状部６４が内側に突
出して係止片７２ｂを内側から押すことになる。また、内側板部２６ａが罫線Ｐ３を介し
て折曲することにより、辺部６０ａも途中位置Ｐ３－１を介して外側に湾曲（折曲でもよ
い）して途中位置Ｐ３－１は外側（正面側）に移動する。このように、突状部６４が係止
片７２ｂを押すとともに、辺部６０ａも外側に折れ曲がるので、係止片７２ｂの辺部６０
ａへの係止が解除される。なお、係止片７２ｂの先端が円弧状（略円弧状としてもよい）
に形成されているので、辺部６０ａとの係止の解除が容易である。すなわち、係止片７２
ｂの先端が、辺部７２ｂ－２の延長線と辺部７２ｂ－４の延長線により尖って形成されて
いる場合には、上記のような解除の操作をしても、該先端が辺部６０ａに係止したままと
なるおそれがあるが、本実施例の場合には、そのようなおそれがない。
【０１１４】
　４つの係止片７０ｂ、７０ｄ、７２ｂ、７２ｄの係止を解除した状態は、図１２に示す
ようになる。
【０１１５】
　以上のように、本実施例の箱Ａにおいては、側壁部２０ａと側壁部２０ｃの端部付近（
罫線が形成される領域）を両手でつかんで外側に押し広げるという簡単な操作により解体
を行なうことができるので、解体が容易である。
【０１１６】
　特に、箱Ａの組立て状態において、係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂが突状部５
４、６４、５６、６６に重なっていて、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３を介して内側板部を
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湾曲することにより、突状部５４、６４、５６、６６が係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、
７０ｂを押すので、係止片の解除が容易となり、また、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３が、
係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂの傾斜した辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、７０ｄ
－２、７２ｄ－２に接するので、係止片の解除が容易である。
【０１１７】
　特に、係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂの上端領域が突状部５４、６４、５６、
６６に重なることから、係止片の辺部７２ｄ－２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７０ｂ－２
の上側領域を解除しやすくでき、また、罫線Ｐ１、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３が、辺部７２ｄ－２
、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７０ｂ－２の下側領域に接するので、係止片の辺部７２ｄ－
２、７２ｂ－２、７０ｄ－２、７２ｂ－２の下側領域を解除しやすくできるので、係止片
の解除を容易に行なうことができる。
【０１１８】
　また、係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂの先端が円弧状（略円弧状としてもよい
）に形成されているので、辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃとの係止の解除が容易で
ある。
【０１１９】
　なお、罫線Ｐ１～Ｐ４、Ｑ１～Ｑ４は、ブランクの内側の面（箱Ａの組立て状態におい
て内側となる面）から押圧した押罫により形成されているとしたが、ブランクの外側の面
から押圧した押罫により形成してもよい。
【０１２０】
　また、上記の説明では、延設フラップ２８ａ、２８ｃは隣接する外側板部２２ｄと分離
した構成であり、延設フラップ３０ａ、３０ｃは隣接する外側板部２２ｂと分離した構成
であるとしたが、図１３に示す箱Ａのように、外側板部２２ｄ、２２ｂに折れ線を介して
連設されたフラップで、二つ折りの状態で挟持させるものであってもよい。
【０１２１】
　すなわち、図１３におけるフラップ（延設フラップ）２８ａは、外側板部２２ａ及び外
側板部２２ｄと折れ線を介して連設され、それらの折れ線に対して４５度の角度に形成さ
れた折れ線２８ａ－Ｌを介して二つ折りになり、フラップ（延設フラップ）２８ｃは、外
側板部２２ｃ及び外側板部２２ｄと折れ線を介して連設され、それらの折れ線に対して４
５度の角度に形成された折れ線２８ｃ－Ｌを介して二つ折りになり、箱Ａの組立て状態に
おいて、延設フラップ２８ａ、２８ｃは、二つ折りの状態で外側板部２２ｄと内側板部２
６ｄにより挟まれた状態となる。
【０１２２】
　同様に、図１３におけるフラップ（延設フラップ）３０ａは、外側板部２２ａ及び外側
板部２２ｂと折れ線を介して連設され、それらの折れ線に対して４５度の角度に形成され
た折れ線３０ａ－Ｌを介して二つ折りになり、フラップ（延設フラップ）３０ｃは、外側
板部２２ｃ及び外側板部２２ｂと折れ線を介して連設され、それらの折れ線に対して４５
度の角度に形成された折れ線３０ｃ－Ｌを介して二つ折りになり、箱Ａの組立て状態にお
いて、延設フラップ３０ａ、３０ｃは、二つ折りの状態で外側板部２２ｂと内側板部２６
ｂにより挟まれた状態となる。
【０１２３】
　なお、図１３に示す構成においては、延設フラップ２８ａ、２８ｃ、３０ａ、３０ｃ以
外は、図４～図７に示す構成と同様の構成である。また、図１３に示す箱Ａを組み立てた
状態は、図１、図２に示すようになり、図３についても、延設フラップ２８ｃ以外は同様
である。
【０１２４】
　延設フラップ２８ａ、２８ｃ、３０ａ、３０ｃを図１３に示す構成とした場合において
も、係止片７２ｄ、７２ｂ、７０ｄ、７０ｂの解除の操作は同様であり、その作用・効果
も図４～図７に示す構成の場合と同様である。
【０１２５】
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　また、角度α２、α３、α５、α６、α１２、α１３、α１５、α１６は４５度（略４
５度としてもよい）に形成されているとしたが、罫線Ｐ１～Ｐ４、Ｑ１～Ｑ４が下端から
内側斜め上方に向けて形成される角度（つまり、鋭角）であれば他の角度でもよい。ただ
し、角度α２、α３、α５、α６、α１２、α１３、α１５、α１６は４５度（略４５度
としてもよい）とすると、内側板部２６ａ、２６ｃ、外側板部２２ａ、２２ｃを大きく折
曲させることができるので、４５度とするのが好ましい。
【０１２６】
　また、角度α１、α４、α１１、α１４は１３５度に形成されているとしたが、鈍角で
あれば他の角度でもよい。なお、角度α１、α４、α１１、α１４が１３５度以外の鈍角
である場合には、係止片７０ｂ、７２ｂ、７０ｄ、７２ｄの角度α２１、α３１、α４１
、α５１は、角度α２１＝α１４－９０度、角度α３１＝α４－９０度、角度α４１＝α
１１－９０度、角度α５１＝α１－９０度に従って決定される。
【０１２７】
　また、角度α１、α４、α１１、α１４が１３５度以外の鈍角である場合に、罫線Ｐ１
、Ｐ３、Ｑ１、Ｑ３を辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃと直角にする場合には、角度
α２、α５、α１２、α１５は、角度α２＝α１－９０度、角度α５＝α４－９０度、角
度α１２＝α１１－９０度、角度α１５＝α１４－９０度となる。
【０１２８】
　なお、切欠部Ｋ１ａ、Ｋ２ａ、Ｋ１ｃ、Ｋ２ｃの辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃ
の角度α１、α４、α１１、α１４を１３５度以外の鈍角とした場合には、１３５度より
も小さい鈍角とすると、辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃの長さが短くなってしまい
、係止片との係止力が弱くなり、また、１３５度よりも大きい鈍角とすると、突状部５４
、６４、５６、６６の頂点から辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃの延長線までの垂線
の長さが短くなって、突状部５４、６４、５６、６６が係止片を押し出す長さが短くなる
ので、角度α１、α４、α１１、α１４は１３５度とするのが好ましい。
【０１２９】
　例えば、突状部５４を例にとると、角度α１の角度を１３５度よりも大きい鈍角とする
と、突状部５４の頂点（辺部５２ａと辺部２６ａ－３の角部の頂点）から辺部５０ａの延
長線までの垂線が短くなり、内側板部２６ａが罫線Ｐ１を介して折曲された際に、突状部
５４が係止片７２ｄを押し出す長さが短くなる。
【０１３０】
　なお、上記の説明において、辺部５２ａ、６２ａは、辺部２６ａ－１、２６ａ－２と平
行に形成されているとしたが、辺部５０ａ、６０ａの延長線から突出した突状部を形成す
ることができれば、辺部５２ａ、６２ａは辺部２６ａ－１、２６ａ－２と平行でなくても
よく、例えば、内側板部２６ａの側辺（辺部２６ａ－３、２６ａ－４）に向けて斜め下方
に形成してもよい。同様に、辺部５２ｃ、６２ｃは、辺部２６ｃ－１、２６ｃ－２と平行
に形成されているとしたが、辺部５０ｃ、６０ｃの延長線から突出した突状部を形成する
ことができれば、辺部５２ｃ、６２ｃは辺部２６ｃ－１、２６ｃ－２と平行でなくてもよ
く、例えば、内側板部２６ｃの側辺（辺部２６ｃ－３、２６ｃ－４）に向けて斜め下方に
形成してもよい。
【０１３１】
　また、辺部５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃと辺部５２ａ、６２ａ、５２ｃ、６２ｃは
直線状であるとしたが、曲線状であってもよく、例えば、円弧状（略円弧状としてもよい
）や楕円弧状（略楕円弧状）であってもよい。
【０１３２】
　なお、上記において、「延設フラップ」の語は、「挿入フラップ」、「差込みフラップ
」、「挟設フラップ」、「挟持フラップ」、「縦フラップ」のいずれかとしてもよい。
【符号の説明】
【０１３３】
　Ａ 箱
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　１０　基板部
　２０ａ、２０ｂ、２０ｃ、２０ｄ　側壁部
　２２ａ、２２ｂ、２２ｃ、２２ｄ　外側板部
　２４ａ、２４ｂ、２４ｃ、２４ｄ　縁板部
　２６ａ、２６ｂ、２６ｃ、２６ｄ　内側板部
　２８ａ、３０ａ、２８ｃ、３０ｃ　延設フラップ
　４０ｂ、４０ｄ　重合フラップ
　２２ａＡ、２２ａＢ、２２ｃＡ、２２ｃＢ、２６ａＡ、２６ａＢ、２６ｃＡ、２６ｃＢ
　端部領域
　５０ａ、６０ａ、５０ｃ、６０ｃ、５２ａ、６２ａ、５２ｃ、６２ｃ、７０ｂ－１、７
０ｂ－２、７０ｂ－３、７０ｂ－４、７２ｂ－１、７２ｂ－２、７２ｂ－３、７２ｂ－４
、７０ｄ－１、７０ｄ－２、７０ｄ－３、７０ｄ－４、７２ｄ－１、７２ｄ－２、７２ｄ
－３、７２ｄ－４　辺部
　５４、６４、５６、６６　突状部
　７０ｂ、７０ｄ、７２ｂ、７２ｄ　係止片
　Ａ１　正面側構成部
　Ａ２　右側面側構成部
　Ａ３　背面側構成部
　Ａ４　左側面側構成部
　Ｋ１ａ、Ｋ２ａ、Ｋ１ｃ、Ｋ２ｃ　切欠部
　Ｐ１、Ｐ２、Ｐ３、Ｐ４、Ｑ１、Ｑ２、Ｑ３、Ｑ４　罫線
　Ｐ１－１、Ｐ１－２、Ｐ２－１、Ｐ２－２、Ｐ３－１、Ｐ３－２、Ｐ４－１、Ｐ４－２
、Ｑ１－１、Ｑ１－２、Ｑ２－１、Ｑ２－２、Ｑ３－１、Ｑ３－２、Ｑ４－１、Ｑ４－２
　途中位置

【図１】 【図２】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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